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編

こ

マ

本

I
こ してい
ま

H
こ のみの
発 必ずお
読

※

誤 い。

操 ます。

操

数

参

の本

ークに

書で使わ

の表示を
す。使用

の表示を
生が想定
みくださ

以上は、

 重要
って操作

操作の前

作をする

補足

作すると

制限

値の制限

参照

照先を示
使用説明書 コピー機能 応用

の読みかた

ついて

れているマークには次のような意味があります。

無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容を示
説明書「安全上のご注意」にまとめて記載していますので、必ずお読みください。

無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容および物的損害
される内容を示しています。使用説明書「安全上のご注意」にまとめて記載していますので、
い。

安全上のご注意についての説明です。

すると、紙づまり、原稿破損、データ消失の原因になることがあります。必ず、お読みくださ

に

前に知っておいていただきたいこと、あらかじめ準備していただきたいことなどを説明してい

きに気を付けることや、操作を誤ったときの対処方法などを説明しています。

や組み合わせできない機能、機能が使用できない状態を説明しています。

します。
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［　］
画面のキ

【　】
操作部（

おもな

本書中で

IPSiOドキ

IPSiO圧板

2000枚フ

拡張HDD

IPSiOサイ

2000枚給

両面印刷
使用説明書 コピー機能 応用

ーの名称を示します。

画面を除く）のキーの名称を示します。

オプションの略称

は次の略称で説明しています。

ュメントフィーダー タイプ8100→自動原稿送り装置（ADF＝Auto Document Feederの略）

 タイプ8100→原稿カバー

ィニッシャー タイプ8000→フィニッシャー

 タイプCⅡ→拡張HDD(40GB)

ド排紙トレイ タイプ8100→サイド排紙トレイ

紙テーブル タイプ8000→給紙テーブル

ユニット タイプ8000→両面ユニット
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使用説

コピー機 ます。
本機の用

コピー

コピーを

コピー

基本的な うに、
本機の近

❖ 第1章
本機の て説明
してい
使用説明書 コピー機能 応用

明書の分冊説明

能についての使用説明書には、「コピー機能 応用編（本書）」と「コピー機能 基本編」の2冊があり
途や状況に応じて使い分け、スムーズなご使用にお役立てください。

機能 応用編（本書）

より便利に使いこなすための機能や、各種設定などについて説明しています。

機能 基本編

コピーのとりかたや、基本的な機能について説明しています。必要になったときすぐ手にできるよ
くに保管してください。

　基本コピー
起動のしかたや原稿のセットのしかた、また拡大／縮小や両面コピーなど基本的な機能につい
ます。
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寸

原
拡

認し
.応用

法変

稿とコピ
大／縮小

操作の前

原稿とコ
測り、指

制限

❒ 計算され
最大倍率
大倍率に
余白がで

補足

❒ 倍率は2

Amm
使用説明書 コピー機能 応用

機能／画像編集機能

倍

ーのそれぞれの長さから倍率を計算して
コピーします。

に

ピーの長さを Aと aのように対応させて
定します。

た倍率が指定できる最小倍率以下または
以上のときはそれぞれ最小倍率または最
補正されます。このとき画像が欠けたり、
きることがあります。

5～400%の範囲内で選択されます。

A［変倍］を押します。

B［応用変倍］を押します。

C［寸法変倍］が反転表示されていることを確
ます。

amm
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D テン
す。

補

❒ 入

❒ 間
ト

押し

）です。

ア／ス

、［原
ます。

ます。
使用説明書 コピー機能 応用

キーで原稿の長さを入力し、［#］を押しま

足

力できる長さは1～999mm（1mm単位）です。

違えたときは、［クリア］または【クリア／ス
ップ】キーを押して入力し直します。

E テンキーでコピーの長さを入力し、［#］を
ます。

補足

❒ 入力できる長さは1～999mm（1mm単位

❒ 間違えたときは、［クリア］または【クリ
トップ】キーを押して入力し直します。

❒［#］を押した後に長さを変更するときは
稿］［コピー］を選択してから入力し直し

F［OK］を押します。

G［OK］を押します。

H 原稿をセットし、【スタート】キーを押し
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独立変

タテとヨ

画像を変

補足

❒ 原稿や
が、設
できる

❒「拡大
［－］
使用説明書 コピー機能 応用

倍％

コをそれぞれ異なる倍率でコピーします。

形させることができます。

用紙サイズに関係なく倍率を指定できます
定や状態によっては画像が欠けたり、余白が
ことがあります。

／縮小」などで近い倍率を選択してから［＋］
を押して調整することもできます。

A［変倍］を押します。

B［応用変倍］を押します。

ヨコ%

タ�
テ�
%
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C［独立

テン

A［

B テ

❒

す。

が変
りま

しま
使用説明書 コピー機能 応用

変倍％］を押します。

キーで指定するとき

ヨコ］を押します。

ンキーで倍率を入力し［#］を押します。

補足

間違えたときは、［クリア］または【クリア
／ストップ】キーを押して入力し直します。

C［タテ］を押します。

D テンキーで倍率を入力し［#］を押しま

E［OK］を押します。

［＋］［－］で指定するとき

A［[＋][－]指定］を押します。

B［ヨコ］を押します。

C［＋］［－］で倍率を指定します。

補足

❒［＋］または［－］を押すと1%ずつ倍率
わります。押し続けると10%ずつ変わ
す。

❒ 間違えたときは［＋］［－］で指定し直
す。

D［タテ］を押します。

E［＋］［－］で倍率を指定します。

F［OK］を押します。
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D［OK］

E 原稿
使用説明書 コピー機能 応用

を押します。

をセットし、【スタート】キーを押します。
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独立変

原稿とコ
になるよ

画像を変

操作の

原稿と
させて

制限

❒ 計算さ
最大倍
大倍率
余白が

補足

❒ 入力で
ヨコ1

❒ 倍率は

原
稿
タ
テ
Ｂ�

mm
使用説明書 コピー機能 応用

倍mm

ピーのタテとヨコをそれぞれ指定した長さ
うに倍率を計算してコピーします。

形させることができます。

前に

コピーの長さをAとa、Ｂとｂのように対応
測り、指定します。

れた倍率が指定できる最小倍率以下または
率以上のときはそれぞれ最小倍率または最
に補正されます。このとき画像が欠けたり、
できたりすることがあります。

きる長さは、コピータテ1～999mm、コピー
～9999mm（1mm単位）です。

25～400％の範囲内で選択されます。

A［変倍］を押します。

B［応用変倍］を押します。

原稿ヨコAmm
コピーヨコamm

コ
ピ
　
タ
テ
ｂ�

mm



編
12

C［独立

D テン
押し

補

❒ 入

❒ 間
ト

、［#］

#］を

、［#］

を押し

ます。
使用説明書 コピー機能 応用

変倍mm］を押します。

キーで原稿のヨコの長さを入力し、［#］を
ます。

足

力できる長さは1～9999mmです。

違えたときは、［クリア］または【クリア／ス
ップ】キーを押して入力し直します。

E テンキーでコピーのヨコの長さを入力し
を押します。

補足

❒ 入力できる長さは1～9999mmです。

F テンキーで原稿のタテの長さを入力し、［
押します。

補足

❒ 入力できる長さは1～999mmです。

G テンキーでコピーのタテの長さを入力し
を押します。

補足

❒ 入力できる長さは1～999mmです。

❒ 長さを変更するときは変更したい個所
て入力し直します。

H［OK］を押します。

I［OK］を押します。

J 原稿をセットし、【スタート】キーを押し
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分割

両面原稿
紙に分け

分割には

❖ 見開
見開き
コピー
使用説明書 コピー機能 応用編

の表裏や見開き原稿の左右ページを2枚の用
てコピーします。

次の種類があります。

き→片面
原稿の左右ページを 1 枚ずつ用紙の片面に
します。

❖ 左右ページ両面（両面ユニット、拡張
HDD(40GB)が必要）
見開き原稿を用紙の両面にコピーします。

❖ 表裏ページ両面（両面ユニット、拡張
HDD(40GB)が必要）
見開き原稿と同じ状態になるように用紙の両面に
コピーします。
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制限

❒ 自動原
きませ

補足

❒「見開
の用紙

❒「左右
き原稿
す。（
使用説明書 コピー機能 応用

稿送り装置 (ADF)からの分割機能は使用で
ん。

き→片面」のとき、見開き原稿と片面コピー
サイズは次のとおりです。（等倍のとき）

ページ両面」「表裏ページ両面」のとき、見開
と両面コピーの用紙サイズは次のとおりで
等倍のとき）

A［両面/集約/分割］を押します。

B［分割］を押します。

原稿�
A3

B4
A4

用紙�
A4×2枚�

B5×2枚�
A5×2枚�

原稿�
A3

B4
A4

用紙�
A4両面�

B5両面�
A5両面�
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C 分割

D［OK］

E［自動
ます

補

❒ 選
し

F 原稿
使用説明書 コピー機能 応用

の種類を選択し、［OK］を押します。

を押します。

用紙選択］が選択されていることを確認し
。

足

択されていないときは、［自動用紙選択］を押
ます。

をセットし、【スタート】キーを押します。



編
16

指定色

原稿の中

補足

❒ 4色ま

❒ 消去す
「広く
ゼンタ
す。色
「カラ
使用説明書 コピー機能 応用

消去

のある色の画像を消してコピーします。

で指定することができます。

る色の幅を5段階に調整できます。色の幅を
」設定していると、レッドを指定した場合、マ
やオレンジに近い色まで消去してしまいま
の幅は「初期設定」で調整できます。⇒ P.120
ー幅調整」

A［編集/カラー加工］を押します。

B［指定色消去］を押します。
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C 消去

選択し

補

❒ 選
択

❒ 同

D 消去

E 原稿
使用説明書 コピー機能 応用

する色を選択します。

た色のキーが反転表示されます。

足

択した（反転表示している）キーを押すと選
を取り消すことができます。

時に4色まで選択できます。

する色をすべて選択後、［OK］を押します。

をセットし、【スタート】キーを押します。
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消去

本のよう
や周囲に

消去には

❖ 枠消
原稿周

❖ セン
原稿中

❖ セン
原稿中

補足

❒ 消去幅

❒ 消去幅
きま
す。、
消去幅

❒ 変倍率

れる部

す。

、
、
K

使用説明書 コピー機能 応用

にとじた原稿をコピーするとき、原稿の中央
できる影を消してコピーします。

、次の3種類があります。

去
囲の影を消去します。

ター消去
央の影を消去します。

ター・枠消去
央と周囲の影を消去します。

の初期設定値は10mmです。

は2～99mmの範囲内（1mm単位）で設定で
す。消去の位置と幅は初期設定で設定しま
⇒ P.112 「枠消去幅設定」、P.112 「センター
」

によって消去幅も変わります。

❒ 次の表の原稿サイズ以外のときは、消去さ
分がずれることがあります。

❒ 原稿の向きと消去される部分は次のとおりで

原稿セット先 原稿サイズ、方向

原稿ガラス A3L、B4L、
A4KL、B5KL

自動原稿送り装置
(ADF)

A3L、B4L、
A4KL、B5KL

A5KL、11×17L
Letter（81/2×11）
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枠消去

原稿周囲
幅に設定

補足

❒ 原稿中
去」で

A［編集

K］を

ます。
使用説明書 コピー機能 応用

の影を消去します。上下左右の消去幅は同一
したり、個別に設定することができます。

央の影も消去するときは、「センター・枠消
行います。⇒ P.21 「センター・枠消去」

/カラー加工］を押します。

B［消去］を押します。

C［枠］を押します。

D［＋］［－］で枠消去幅の寸法を指定し、［O
押します。

E［OK］を押します。

F 原稿をセットし、【スタート】キーを押し
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センタ

原稿の中

補足

❒ 原稿周
去」で

A［編集
使用説明書 コピー機能 応用

ー消去

央の影を消去します。

囲の影も消去するときは、「センター・枠消
行います。⇒ P.21 「センター・枠消去」

/カラー加工］を押します。

B［消去］を押します。

C［センター］を押します。
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D［＋］
［OK］

補

❒ 設
し

E［OK］

F 原稿

上下左
個別に
使用説明書 コピー機能 応用

［－］でセンター消去幅の寸法を指定し、
を押します。

足

定を間違えたときは［＋］［－］を押し、指定
直します。

を押します。

をセットし、【スタート】キーを押します。

センター・枠消去

原稿中央と周囲の影を消去します。センター、
右の枠の消去幅は、すべて同一に設定したり、
設定することができます。

A［編集/カラー加工］を押します。
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B［消去

C［セン

ー消

し、指

法を

し、指
使用説明書 コピー機能 応用

］を押します。

ター・枠］を押します。

D 消去幅を指定します。

同じ幅で消去するとき

A［センター］を押し、［＋］［－］でセンタ
去幅の寸法を指定します。

補足

❒ 設定を間違えたときは［＋］［－］を押
定し直します。

B［同一幅］を押します。

C［枠］を押し、［＋］［－］で枠消去幅の寸
指定します。

補足

❒ 設定を間違えたときは［＋］［－］を押
定し直します。

D［OK］を押します。
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消去

A［

B 変
枠

❒

C［

E［OK］

F 原稿
使用説明書 コピー機能 応用

幅を変更するとき

個別に設定］を押します。

更したい部分のキーを押し、［＋］［－］で
消去幅の寸法を指定します。

補足

設定を間違えたときは［＋］［－］を押し、指
定し直します。

OK］を押します。

を押します。

をセットし、【スタート】キーを押します。
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とじし

用紙の左

制限

❒ 設定し
コピー

補足

❒ とじし
できま
て面）
P.111
「上下

❒ 片面
自動的
面→両
→両面

じしろ

とじし

うら面

の範囲
使用説明書 コピー機能 応用

ろ

側または右側に余白を付けてコピーします。

たとじしろ幅が大きすぎると画像が欠けて
されることがあります。

ろ位置や幅の初期設定値を変更することが
す。⇒ P.110 「左右とじしろ幅設定（おも
」、P.110 「左右とじしろ幅設定（うら面）」、
 「上下とじしろ幅設定（おもて面）」、P.111
とじしろ幅設定（うら面）」

→両面コピーするとき、うら面にとじしろを
に設定することができます。⇒ P.111 「片
面時裏面自動左右とじしろ」、P.112 「片面
時裏面自動上下とじしろ」

❒ 集約コピーのときは、集約処理後の面にと
を付けてコピーされます。

❒ ダブルコピー、リピートのときは面ごとに
ろがつけられます。

❒「両面→片面」のときは、原稿のおもて面と
に対してとじしろを設定します。

❒ とじしろは、左右0～30mm、上下0～30mm
内（1mm単位）で設定できます。

A［編集/カラー加工］を押します。
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B［とじ

C おも
しろ
しろ
ます

補

❒ 入

❒ 間
定

じし
じし
しま

の「両

OK］を

ます。
使用説明書 コピー機能 応用

しろ］を押します。

て面のとじしろを設定します。左右のとじ
を設定するときは［←］［→］、上下のとじ
を設定するときは［↓］［↑］を押して指定し
。

足

力できる長さは0～30mmです。

違えたときは［←］［→］［↓］［↑］を押し、指
し直します。

D うら面のとじしろを設定します。左右のと
ろを設定するときは［←］［→］、上下のと
ろを設定するときは［↓］［↑］を押して指定
す。

補足

❒ 入力できる長さは0～30mmです。

❒ うら面のとじしろは、「両面」または集約
面」を設定したときに有効です。

❒ うら面のとじしろを設定しないときは［
押し、手順Eに進みます。

E［OK］を押します。

F 原稿をセットし、【スタート】キーを押し
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リピー

画像を一

リピート
す。

❖ 原稿
画像全

❖ 範囲
指定し
ず領域
域の位

補足

❒ 1枚の
用紙サ

❒ 画像を
⇒ P.

の種類
があり
使用説明書 コピー機能 応用

ト

枚の用紙に繰り返してコピーします。

する画像の指定方法には、次の種類がありま

全体リピート
体を繰り返しコピーします。

指定リピート
た領域の画像を繰り返しコピーします。ま
の基点を決め、次に長さと幅を指定して領
置を決めます。

用紙にリピートできる個数は、原稿サイズ、
イズ、変倍率によって自動的に決まります。

分ける仕切り線を入れることができます。
114 「リピート仕切り線」

❒ 用紙サイズ、変倍率、用紙の方向、仕切り線
によって、リピートした画像が欠けること
ます。

原稿全体リピート

A 変倍率と用紙のサイズを選択します。

B［編集/カラー加工］を押します。
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C［画像

D［リピ

認し、

ます。
使用説明書 コピー機能 応用

編集］を押します。

ート］を押します。

E［原稿全体］が選択されていることを確
［OK］を押します。

F［OK］を押します。

G［OK］を押します。

H 原稿をセットし、【スタート】キーを押し
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範囲指

制限

❒ 範囲指
稿ガラ

A 領域
Y2）

補

❒ X
2
す

B 変倍

C［編集
使用説明書 コピー機能 応用

定リピート

定リピートでコピーするときは、原稿を原
スにセットしてください。

基点の位置（X1、Y1）、領域の長さと幅（X2、
を決めます。

足

1：0～412mm、X2：20～432mm、Y1：0～
77mm、Y2：20～297mmの範囲で設定できま
。

率と用紙のサイズを選択します。

/カラー加工］を押します。

D［画像編集］を押します。

E［リピート］を押します。
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F［範囲

G テン
ます

補

❒ 間
ト

押し

押し
使用説明書 コピー機能 応用

指定］を押します。

キーで［X1］の長さを入力し、［#］を押し
。

足

違えたときは、［クリア］または【クリア／ス
ップ】キーを押し、入力し直します。

H テンキーで［Y1］の長さを入力し、［#］を
ます。

I テンキーで［X2］の長さを入力し、［#］を
ます。
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J テン
ます

K［OK］

L［OK］

M［OK］

N 原稿
を押
使用説明書 コピー機能 応用

キーで［Y2］の長さを入力し、［#］を押し
。

を押します。

を押します。

を押します。

ガラスに原稿をセットし、【スタート】キー
します。
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ダブル

1枚の原稿
します。

制限

❒ A5K
れませ
装置(

❒ 手差し

す。⇒

りで
使用説明書 コピー機能 応用

コピー

を1枚の用紙の上下または左右に2つコピー

Lの原稿は原稿ガラスではサイズを読み取
ん。手動で用紙を選択するか自動原稿送り

ADF)にセットしてください。

コピーはできません。

補足

❒ 画像を分ける仕切線を入れることができま
P.115 「ダブルコピー仕切り線」

❒ 原稿と用紙サイズの組み合わせは次のとお
す。（等倍のとき）

A［編集/カラー加工］を押します。

原稿サイズ、方向� 用紙サイズ、方向�

A5
A3

A4

A4
A4

A5



編
32

B［画像

C［ダブ

D［OK］

E［OK］

F 用紙

G 原稿
使用説明書 コピー機能 応用

編集］を押します。

ルコピー］を押します。

を押します。

を押します。

を選択します。

をセットし、【スタート】キーを押します。
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センタ

画像をコ

制限

❒ 手差し

❒ セット
しても
ん。た
画像の

❒ 原稿サ
機能が

❒ 集約コ
されま

次のと

K

使用説明書 コピー機能 応用

リング

ピー用紙の中央に移動してコピーします。

コピーはできません。

されている用紙と違う方向に原稿をセット
、画像の90°回転（回転コピー）はできませ
だし「用紙指定変倍」と組み合わせたときは、
90°回転ができます。

イズが読み取れないときは、センタリング
はたらきません。

ピーのときは集約領域ごとにセンタリング
す。

補足

❒ センタリングできる原稿のサイズ、方向は
おりです。

A 用紙を選択します。

B［編集/カラー加工］を押します。

原稿セット先 原稿サイズ、方向

原稿ガラス A3L、B4L、A4KL、
B5KL

自動原稿送り
装置(ADF)

A3L、B4L、A4KL、
B5KL、A5KL、
11×17L、Letter(81/2×11)
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C［画像

D［セン

補

❒ 間
を

E［OK］

F［OK］

ます。
使用説明書 コピー機能 応用

編集］を押します。

タリング］を押します。

足

違えたときは［解除］を押してセンタリング
解除します。

を押します。

を押します。

G 原稿をセットし、【スタート】キーを押し
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表紙

表紙用の

表紙には

❖ おも
原稿の

❖ 両表
1ペー
用紙に

制限

❒ 表紙お
するこ

操作の

機能を選
の設定を
編2 スキ
トレイ設
み）」

表紙用の
を同じ方

補足

❒ 表紙を
ピー枚

す。ま
す。
使用説明書 コピー機能 応用

用紙にコピーします。

次の種類があります。

て表紙
1ページ目を表紙用の用紙にコピーします。

紙
ジ目の原稿と最終ページの原稿を表紙用の
コピーします。

よび本文用の用紙に、手差しトレイを指定
とはできません。

前に

択する前に、表紙用紙を入れるためのトレイ
してください。⇒使用説明書「システム設定
ャナーユニット　タイプ8100対応版」「表紙
定（コピー／ドキュメントボックス機能の

用紙はコピーする用紙と同じサイズのもの
向にセットします。

［コピーしない］を選んだときは、表紙はコ
数としてカウントされません。

おもて表紙

原稿の1ページ目を表紙用の用紙にコピーしま
たは、1ページ目の前に表紙用の用紙を挿入しま

❖ 表紙用の用紙にコピーするとき

❖ 表紙用の用紙にコピーしないとき
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補足

❒ 表紙用
ことが
ジ目が
ない］
の前に

❒［コピ
片面か
書「シ
プ81
メント

❒「表紙
のタイ
従うコ

•「機
従

•「常
ま
⇒
ニ
ト
メ

❒ 集約機
するか
表紙ペ
使用説明書 コピー機能 応用

の用紙にコピーするかしないかを選択する
できます。［コピーする］を選択すると1ペー
表紙用の用紙にコピーされます。［コピーし
を選択すると表紙用の用紙だけが1ページ目
挿入されます。

ーする］を選択するときは、コピーする面が
両面かの設定をしてください。⇒使用説明
ステム設定編2 スキャナーユニット　タイ

00対応版」「表紙トレイ設定（コピー／ドキュ
ボックス機能のみ）」

トレイ設定」（システム初期設定）での「表示
ミング」の設定によっては、両面コピー時に
ピー方法の設定先は異なります。

能選択時」…「表紙トレイ設定」での設定に
います。

時表示」…「用紙種類設定」での設定に従い
す。
使用説明書「システム設定編2 スキャナーユ
ット　タイプ8100対応版」「用紙種類設定：
レイ1～4」「表紙トレイ設定（コピー／ドキュ
ントボックス機能のみ）」

能と組み合わせたとき、おもて表紙を集約
どうかを設定できます。⇒ P.113 「おもて
ージ集約設定」

A［表紙/合紙］を押します。

B［おもて表紙］を押します。
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C 表紙
選択

D 本文
す。

E 原稿

補

❒ 原
後
し

用紙

する
ペー
れま
紙だ
入さ
使用説明書 コピー機能 応用

用の用紙に［コピーする］［コピーしない］を
します。

用の用紙がセットされたトレイを選択しま

をセットし、【スタート】キーを押します。

足

稿ガラスに原稿をセットしているときは、最
の原稿の読み取りが終了したら【#】キーを押
ます。

両表紙

1ページ目の原稿と最終ページの原稿を表紙用の
にコピーします。

❖ 表紙用の用紙にコピーするとき

❖ 表紙用の用紙にコピーしないとき

補足

❒ 表紙用の用紙にコピーするかしないかを選択
ことができます。［コピーする］を選択すると1
ジ目と最終ページが表紙用の用紙にコピーさ
す。［コピーしない］を選択すると表紙用の用
けが 1 ページ目の前と最終ページの後ろに挿
れます。
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❒［コピ
片面か
書「シ
プ81
メント

❒「表紙
タイミ
うコピ

•「機
従

•「常
い
⇒
ニ
ト
メ

A［表紙

い］を
使用説明書 コピー機能 応用

ーする］を選択するときは、コピーする面が
両面かの設定をしてください。 ⇒使用説明
ステム設定編2 スキャナーユニット　タイ

00対応版」「表紙トレイ設定（コピー／ドキュ
ボックス機能のみ）」

トレイ設定」（システム初期設定）での「表紙
ング」の設定によっては、両面コピー時に従
ー方法の設定先は異なります。

能選択時」…「表紙トレイ設定」での設定に
います。

時表示」…「特殊紙表示設定」での設定に従
ます。
使用説明書「システム設定編2 スキャナーユ
ット　タイプ8100対応版」「用紙種類設定：
レイ1～4」「表紙トレイ設定（コピー／ドキュ
ントボックス機能のみ）」

/合紙］を押します。

B［両表紙］を押します。

C 表紙用の用紙に［コピーする］［コピーしな
押します。
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D 本文
す。

E 原稿

補

❒ 原
後
し

使用説明書 コピー機能 応用

用の用紙がセットされたトレイを選択しま

をセットし、【スタート】キーを押します。

足

稿ガラスに原稿をセットしているときは、最
の原稿の読み取りが終了したら【#】キーを押
ます。
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合紙

原稿のペ
入します
自動的に
たりする
できます

操作の

機能を
レイの
ム設定
版」「
クス機

工場出
ます。
分割］

定」

か

し

使用説明書 コピー機能 応用

ージが変わるごとに、コピーに合紙用紙を挿
。OHPフィルムにコピーしたとき1枚ごとに
用紙を挿入したり、スタック機能として使っ
ことができます。合紙にもコピーすることが
。

前に

選択する前に、合紙用紙を入れるためのト
設定をしてください。⇒使用説明書「システ
編2 スキャナーユニット　タイプ8100対応
合紙トレイ設定（コピー／ドキュメントボッ
能のみ）」

荷時、「片面→両面コピー」が選択されてい
合紙機能を利用するときは、［両面／集約／
の「片面→片面」を設定してください。

補足

❒ 合紙機能で使用するトレイは、「合紙トレイ設
で設定したトレイです。

❒ 合紙用紙は同じ方向にセットします。

❒ 合紙として挿入した用紙にコピーするかしない
を選択することができます。

❒ 合紙にコピーしないとき、合紙はコピー枚数と
てカウントされません。

❖ OHPフィルムに合紙用紙を入れるとき
• コピーするとき

• コピーしないとき

1
2
3

1
2

3

222121 11

2221 11
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補

❒ 手
き
を
能

❒ O
ピ

A［表紙

B［合紙

を選

選択

イを開

ます。
使用説明書 コピー機能 応用

足

差しトレイにOHPフィルムをセットすると
は、【#】キーを押して特殊紙設定の「OHP」
選択してください。⇒使用説明書「コピー機
 基本編」「OHPフィルム、厚紙にコピーする」

HPフィルムに合紙用紙を入れるときは、コ
ー枚数は「1」以外指定できません。

/合紙］を押します。

］を押します。

C 合紙に［コピーする］か［コピーしない］か
択します。

D［OK］を押します。

E 本文用の用紙がセットされているトレイを
します。

OHPフィルムを使用するときは手差しトレ
けてください。

F 原稿をセットし、【スタート】キーを押し
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ドキュ

この機能
要です。

コピー
HDD(40G
ができま

参照

詳細は
ユニッ
ボック

補足

❒ 文書蓄
ザー名
す。

❒ カラー
した場
タイミ
す。
使用説明書 コピー機能 応用編

メントボックスに原稿を蓄積する

を利用するためには、拡張HDD(40GB)が必

機能で読み取った文書を本機の拡張
B) に蓄積しておき、あとから印刷すること
す。

使用説明書「システム設定編2 スキャナー
ト　タイプ 8100 対応版」「ドキュメント
スの操作」を参照してください。

積後しばらくの間は、蓄積した文書のユー
や文書名などを変更できない場合がありま

印刷中にカラー原稿の読み取りを行おうと
合、スキャナーの動作開始とランプ点灯の
ングが実際より大きくずれることがありま

A［文書蓄積］を押します。

B 必要に応じてユーザー名、文書名、パスワードを
設定します。

補足

❒ ユーザー名や、文書名、パスワードを設定しな
いときは手順 C に進みます。

❒ 文書名を変更しないときは、自動的に付けられ
た文書名が設定されます。
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参

パ
ス
8
き

C［OK］

D 原稿

参

セ
に
「原

E 原稿

参

設
さ

ストッ
で［継
］を押
自動原
。

ドキュ
択画面

は、一
か設定
に消去
すると
ト　タ
積文書
使用説明書 コピー機能 応用

照

スワードの設定については、使用説明書「シ
テム設定編2 スキャナーユニット　タイプ

100対応版」「パスワードを設定／変更すると
」を参照してください。

を押します。

をセットします。

照

ットできる原稿の種類や原稿のセット方法
ついては、使用説明書「コピー機能 基本編」
稿のセット」を参照してください。

の読み取り条件を設定します。

照

定について詳しくは各機能を参照してくだ
い。

F【スタート】キーを押します。

原稿が読み取られます。

補足

❒ 読み取りを中断するときは【クリア／
プ】キーを押します。表示された確認画面
続］を押すと読み取りが再開され、［中止
すと読み取り済みの画像が消去されて
稿送り装置(ADF)の原稿は排出されます

❒ 文書が蓄積されたかどうかの確認は、【
メントボックス】キーを押して、文書選
を表示させます。

❒ ドキュメントボックスに蓄積された文書
定日数経過後に自動的に消去するかどう
できます。工場出荷時には「3日」経過後
するよう設定されています。設定を変更
きは、システム設定編2スキャナーユニッ
イプ8100対応版「管理者用設定」の「蓄
自動消去設定」を参照してください。
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プログ

よく使う
とによっ

プログラ

❖ プロ
繰り返

❖ プロ
登録し

❖ プロ
登録し

❖ プロ
登録し

補足

❒ プログ

❒ 電源を
セット
ログラ
ことが

❒ 用紙は
サイズ
初期設
ます。
ユニッ
設定（

を切っ
内容は
使用説明書 コピー機能 応用

ラム

コピー操作は、設定した内容を記憶させるこ
て繰り返し使うことができます。

ム機能には次の種類があります。

グラム登録
し使いたい内容を登録します。

グラム消去
たプログラムを消去します。

グラム呼び出し
たプログラムを呼び出します。

グラム名称変更
たプログラムをの名称を変更します。

ラムは10件まで登録できます。

入れた直後、オートクリアされたときやリ
したときに、設定されるモードが、通常かプ
ムNo.10に登録されているものかを設定する
できます。⇒ P.100 「標準モード切り替え」

サイズでプログラム登録されるため、同じ
の用紙がセットされているときは、コピー
定で優先設定したトレイから順に選択され

⇒使用説明書「システム設定編2 スキャナー
ト　タイプ 8100対応版」「給紙トレイ優先
コピー／ドキュメントボックス機能のみ） 」

❒ 消去またはあらたに登録しない限り、電源
たり、【リセット】キーを押しても登録した
取り消されません。

プログラム登録／変更

A 登録する内容を設定します。

B【プログラム】キーを押します。

プログラム画面が表示されます。

ZFNS013J
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C［登録

D 登録

補

❒ m

ム

参

「す
更

で入力

ステム
100対
さい。

へ進み

No.の
されま
使用説明書 コピー機能 応用

］を押します。

するプログラムNo.を押します。

足

が表示されているNo.には、すでにプログラ
が登録されています。

照

でにプログラムが登録されているとき（変
）」⇒ P.46

E プログラム名を入力します。

プログラム名は全角20文字、半角40文字ま
できます。

参照

文字の入力のしかたは、使用説明書「シ
設定編2 スキャナーユニット　タイプ8
応版」「文字の入力方法」を参照してくだ

補足

❒ プログラム名を付けないときは手順 F 
ます。

F［OK］を押します。

プログラム画面に戻り、登録したプログラム
前にはmが、後ろにはプログラム名が表示
す。しばらくするとコピー画面に戻ります。
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すでにプ
（変更）

A 登録

補

❒ 登
ラ
び

B プロ

確認画

上書

 重
❒ 上
は

A［

B プ
使用説明書 コピー機能 応用編

ログラムが登録されているとき

されている内容を確認します。

足

録されている内容を確認するときはプログ
ムを呼び出します。⇒ P.47 「プログラム呼
出し」

グラムの登録手順 A～D を行います。

面が表示されます。

きするとき

要
書きをしたとき、登録されていたプログラム
消去されます。

登録する］を押します。

ログラムの登録手順 E、F を行います。

上書きをしないとき

A［登録しない］を押します。

プログラム画面に戻ります。

プログラム消去

A【プログラム】キーを押します。

プログラム画面が表示されます。

ZFNS013J
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B［消去

C 消去

プログ

D［消去

プログ

補

❒ 消

が

は

す。
使用説明書 コピー機能 応用

］を押します。

するプログラムNo.を押します。

ラム消去の確認画面が表示されます。

する］を押します。

ラムが消去されて、コピー画面に戻ります。

足

去をやめるときは［消去しない］を押します。

プログラム呼び出し

A【プログラム】キーを押します。

プログラム画面が表示されます。

B 呼び出すプログラムNo.を押します。

登録されているプログラムが呼び出され、内容
表示されます。

補足

❒ mが表示されていないNo.にはプログラム
登録されていません。

C 原稿をセットし、【スタート】キーを押しま

ZFNS013J
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プログ

A【プロ

プログ

B［名称

。

で入力

ステム
100対
さい。

ムプロ
コピー
使用説明書 コピー機能 応用

ラム名称変更

グラム】キーを押します。

ラム画面が表示されます。

変更］を押します。

C 名称を変更するプログラムNo.を押します

D プログラム名を変更します。

プログラム名は全角20文字、半角40文字ま
できます。

参照

文字の入力のしかたは、使用説明書「シ
設定編2 スキャナーユニット　タイプ8
応版」「文字の入力方法」を参照してくだ

E［OK］を押します。

プログラム画面に戻り、変更したプログラ
グラム名が表示されます。しばらくすると
画面に戻ります。

ZFNS013J
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カラー

イエロー
して作っ
種類があ

• 選択し
する。

• 各色の

制限

❒ 登録す
クの合
さい。

❒ 登録す
255％

補足

❒ 登録色
態によ

❒ 登録色
像剤は
す。た
す。

❒ 原稿の
械内部
とがあ
きと「
場合が

❒ 15色

1枚に

ウン
使用説明書 コピー機能 応用

登録

、マゼンタ、シアン、ブラックの濃度を調整
た色が登録できます。 色の作成方法には次の
ります。

た基本色の濃度をもとに各色の濃度を調整

濃度をテンキーで直接指定する。

る色は、イエロー、マゼンタ、シアン、ブラッ
計が 255％以下になるように調整してくだ

る色の濃度の合計が 256％以上のときは、
に補正されます。

でコピーするときは、そのときの機械の状
って微妙に色合いが異なります。

でコピーするとき、カラー感光体および現
フルカラーコピー時と同様に全色消耗しま
だし、トナーは登録色の成分のみ消耗しま

再現性をよくするため、入力した数値が機
で修正され、最適な数値でコピーされるこ
ります。このため、「文字」でコピーしたと
写真」でコピーしたときでは多少色が異なる
あります。

まで登録できます。

❒ 登録されている色をA4K1枚、またはA3L
サンプル出力できます。

❒ サンプル一覧を出力するとフルカラーのカ
ターが「1」進みます。

A【カラー調整／登録】キーを押します。

キーのランプが点灯します。

ZFNS014J
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B［カラ

C 登録
登録

補

❒ 実
録

から

きは、
の濃度

いる色
使用説明書 コピー機能 応用

ー登録］を押します。

したい登録色の番号（［1未登録］～［15未
］）を選択します。

足

線になっている登録色キーを選択すると登
内容を変更（上書き）することになります。

D 登録するベースとなる色を、基本色、登録色
選択します。

選択した色の各色の濃度が表示されます。

補足

❒ 各色の濃度をテンキーで直接指定すると
［直接調整］を押します。⇒ P.52 「各色
を直接テンキーで指定して色を作る」

❒「登録色」を選択したときは、登録されて
からさらに色を選択します。
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E 濃度

［＋］

A［

［テン

A［

B 各
［

使用説明書 コピー機能 応用編

を指定します。

［－］で指定するとき

＋］［－］で濃度（％）を指定します。

キーで調整］で指定するとき

テンキーで調整］を押します。

色を選び、テンキーで濃度（％）を入力し、
＃］を押します。

補足

❒［＋］［－］で指定したいときは、［［＋］［－］
キーで調整］を押します。

❒ 間違えたときは、［クリア］または【クリア
／ストップ】キーを押し、入力し直します。

❒ 複数の色の濃度を指定するときは、手順B

を繰り返します。

F 各色の名前と濃度を確認後、［OK］を押します。

補足

❒ 色名をつけ直すときは、［名称変更］を押して色
名（全角8文字、半角16文字以内）を入力しま
す。色名を確認したら、［OK］を押します。⇒
使用説明書「システム設定編2 スキャナーユ
ニット　タイプ 8100 対応版」「文字の入力方
法」

G［閉じる］を押します。
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各色の
を作る

A【カラ

キーの

B［カラ

15未

ると登
ます。
使用説明書 コピー機能 応用

濃度を直接テンキーで指定して色

ー調整／登録】キーを押します。

ランプが点灯します。

ー登録］を押します。

C 登録したい登録色の番号（［1未登録］～［
登録］）を選択します。

補足

❒ 実線になっている登録色キーを選択す
録内容を変更（上書き）することになり

D［直接調整］を押します。

E 濃度を指定する色を選択します。

ZFNS014J
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F テン
した

補

❒［＋
で

❒ 間
ト

G 各色
す。

補

❒ 色
名
す
使
ニ
法

❒ 複
を

録

使用説明書 コピー機能 応用

キーで濃度（％）を入力します。各色を設定
ら、［#］を押します。

足

］［－］で指定したいときは、［［＋］［－］キー
調整］を押します。

違えたときは、［クリア］または【クリア／ス
ップ】キーを押し、入力し直します。

の濃度と色の名前を確認後、［OK］を押しま

足

名をつけ直すときは、［名称変更］を押して色
（全角8文字、半角16文字以内）を入力しま
。色名を確認したら、［OK］を押します。⇒
用説明書「システム設定編2 スキャナーユ
ット　タイプ 8100 対応版」「文字の入力方
」

数の色の濃度を指定するときは、手順E～F
繰り返します。

H［閉じる］を押します。

登録した色を消す

制限

❒ プログラム登録されている登録色や使用中の登
色は消去できません。

A【カラー調整／登録】キーを押します。

キーのランプが点灯します。

B［カラー登録］を押します。

ZFNS014J
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C［消去

D 消去
録色 ます。
使用説明書 コピー機能 応用

］を押します。

したい登録色の番号（実線になっている登
キー）を選択します。

E［消去する］を押します。

補足

❒ 消去しないときは、［消去しない］を押し

F［閉じる］を押します。
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登録色

A【カラ

キーの

B［カラ

ます。

(81/2×
ます。
イズを
使用説明書 コピー機能 応用

のサンプル一覧出力

ー調整／登録】キーを押します。

ランプが点灯します。

ー登録］を押します。

C 用紙を確認し、［登録色一覧印刷］を押し

サンプル一覧が出力されます。

補足

❒ サンプルは、A4K1枚、A3L1枚、Letter
11)K1枚または11×17L1枚で出力され
給紙トレイにセットされている用紙サ
確認してください。

ZFNS014J
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予約コ

コピー中
できます
す。

補足

❒ 自動原
をした

❒ 予約中
す。

A “コピ
押し

認し、

を押し

ます。
使用説明書 コピー機能 応用

ピー

に次のコピー内容を1件設定しておくことが
。コピー終了後、自動的にコピーが始まりま

稿送り装置（ADF)に原稿をセットして予約
とき、原稿を抜くと予約は解除されます。

に紙づまりが発生すると予約は解除されま

ー中です”が表示されている間に［予約］を
ます。

B “予約できます ”と表示されているのを確
予約するコピーの内容を設定します。

補足

❒ 設定中に予約を取り消すときは［解除］
ます。

C 原稿をセットし、【スタート】キーを押し
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D［印刷

コピー

コピー
られ予

補

❒［印
ピ
後

使用説明書 コピー機能 応用

中画面へ］を押します。

画面に戻ります。

終了後、自動的にセットした原稿が読み取
約したコピーが始まります。

足

刷中画面へ］を押すと先に設定されたコ
ーの画面へ、また［予約中画面へ］を押すと
から予約したコピーの画面に移ります。
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その他

予熱

電源を入
り、【予熱
り、節電
予熱を解

補足

❒ 数値、
すと、
れます

❒ 予熱状
秒かか

❒「予熱
更でき
キャナ
行時間

ピーが

ピー

ーを押
使用説明書 コピー機能 応用

の機能

れた状態で一定時間コピーを使わなかった
】キーを押すと表示が消えて予熱状態にな
ができます。もう一度【予熱】キーを押すと
除できます。

機能を設定している途中で【予熱】キーを押
それまで設定したすべての内容が取り消さ
。

態からコピーできる状態になるまでは約 3
ります。

機能」への移行時間はシステム初期設定で変
ます。⇒使用説明書「システム設定編2 ス
ーユニット　タイプ 8100対応版」「予熱移
設定」

オートスタート

コピーできる状態になったときに自動的にコ
始まります。

A「おまちください」が表示されている間にコ
内容を設定します。

B 原稿をセットします。

C【スタート】キーを押します。

「スタート」のランプが点滅します。

補足

❒ 解除するときは【クリア／ストップ】キ
します。
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割り込

コピー中

制限

❒ ファク
り中は

補足

❒ 割り込
り途中
終わっ
ピー中
なりま
使用説明書 コピー機能 応用編

みコピー

に割り込んで別の原稿をコピーします。

ス原稿の読み取り中、スキャナーの読み取
割り込みコピーはできません。

む前のコピー動作が、原稿の搬送／読み取
の「原稿の搬送中」状態なのか、原稿搬送が
て、コピーだけしている「原稿搬送後のコ
」状態なのかで、割り込みコピーの操作が異
す。

自動原稿送り装置 (ADF)で原稿の送り途中
に割り込むとき

A【割り込み】キーを押します。

キーのランプが点灯し、原稿の新たな給紙が止ま
ります。

B コピー中の原稿を取り除いて、割り込みコピー
する原稿をセットします。

C【スタート】キーを押します。

割り込みコピーがスタートします。

D コピー終了後、割り込みコピーの原稿と排出さ
れたコピーを取り除きます。

ZFNS013J
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E もう

キーの

F 割り
す。

補

❒「原
読

G【スタ

割り込

補

❒ 割
割
す

後の
に

せん。

ピーが
使用説明書 コピー機能 応用

一度【割り込み】キーを押します。

ランプが消灯します。

込む前に残っていた原稿をセットし直しま

足

稿を○枚戻してください」の表示どおりに、
み終わった原稿を戻してからセットします。

ート】キーを押します。

む前のコピーを再開します。

足

り込む前の設定はそのまま残っているので、
り込みコピー終了後は【スタート】キーを押
だけでコピーを再開します。

自動原稿送り装置 (ADF)で原稿の送り
コピー中または原稿ガラスでのコピー中
割り込むとき

A【割り込み】キーを押します。

キーのランプが点灯します。

補足

❒ このとき割り込む前のコピーは止まりま

B 割り込みコピーする原稿をセットします。

C【スタート】キーを押します。

割り込む前のコピーが止まり、割り込みコ
スタートします。

ZFNS013J
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D コピ
れた

E もう

キーの
除され

試しコ

この機能
要です。

複数部数
がりを確

制限

❒ ソート
能です

❒ 手差し
せん。

A ソー
する

B 原稿

ます。

ます。
使用説明書 コピー機能 応用

ー終了後、割り込みコピーの原稿と排出さ
コピーを取り除きます。

一度【割り込み】キーを押します。

ランプが消灯します。割り込みコピーが解
、割り込む前のコピーが再開します。

ピー

を利用するためには、拡張HDD(40GB)が必

コピーするとき、最初の1部のコピーで仕上
認することができます。

機能を設定しているときだけ使用できる機
。

コピーのときは、試しコピーは使用できま

ト機能と使用する各機能を設定し、コピー
部数を入力します。

をセットします。

C【試しコピー】キーを押します。

試しコピー分1部が排出されます。

D 仕上がりを確認後、よければ［継続］を押し

試しコピー分1部を引いた部数がコピーされ

ZFNS015J
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補

❒ 仕
り
面
紙
わ
す

❒［ス
し
す

使用説明書 コピー機能 応用

足

上がり確認後、［中断］を押すと手順 A に戻
ます。ステープル、パンチ、両面（両面→片
、片面→両面）、ひらき方向、とじしろ、表
の再設定ができます。ただし、機能の組み合
せによっては再設定できないことがありま
。

タート］または［試しコピー］を押すと、試
コピー分1部を引かない部数がコピーされま
。
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機能組

○ 組み合

× 組み合

● 組み合

機能の組
使用説明書 コピー機能 応用編

み合わせ一覧

わせ可

わせ不可（先に設定した機能が優先）

わせ不可（後に設定した機能が優先）

み合わせは次のとおりです。
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使用説明書 コピー機能 応用
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編

2

コ

編」

編」

編」

編」

編」
.こん

ピー

状態

地肌が汚れ

原稿の裏面

はり合わせ
使用説明書 コピー機能 応用

なときには

がきれいにとれないとき

原因 対処方法

ている。 コピー濃度が濃く設定されていま
す。

コピー濃度を調整してください。
⇒使用説明書「コピー機能 基本
「コピー濃度調整」

自動濃度が選択されていません。 自動濃度を選択してください。
⇒使用説明書「コピー機能 基本
「コピー濃度調整」

が透けてコピーされる。 コピー濃度が濃く設定されていま
す。

コピー濃度を調整してください。
⇒使用説明書「コピー機能 基本
「コピー濃度調整」

自動濃度が選択されていません。 自動濃度を選択してください。
⇒使用説明書「コピー機能 基本
「コピー濃度調整」

た部分に影が付く。 コピー濃度が濃く設定されていま
す。

コピー濃度を調整してください。
⇒使用説明書「コピー機能 基本
「コピー濃度調整」
原稿のセット方向を変えてくださ
い。
はり合わせた部分にメンディング
テープを使用してください。
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原稿にな 装

ス
00対
」、
用の

かすれて 。
本編」

い。
ス
00対

され
用紙
ピー

い。
ス
00対

状態
使用説明書 コピー機能 応用

いものがコピーされる。 原稿ガラスまたは自動原稿送り装
置(ADF)が汚れています。

原稿ガラスまたは自動原稿送り
置(ADF)を清掃してください。
⇒使用説明書「保守・運用編 
キャナーユニット　タイプ81
応版」「原稿ガラスを清掃する
「自動原稿送り装置(ADF)ご使
場合」

コピーされる。 コピー濃度が薄く設定されていま
す。

コピー濃度を調整してください
⇒使用説明書「コピー機能 基
「コピー濃度調整」

適切な用紙がセットされていませ
ん。

当社推奨の用紙に替えてくださ
⇒使用説明書「保守・運用編 
キャナーユニット　タイプ81
応版」「使用できる用紙」

補足

❒ 目の粗い用紙や表面が加工
ている用紙、湿気を含んだ
にコピーするとかすれてコ
されることがあります。

トナーが少なくなっています。 早めにトナーを交換してくださ
⇒使用説明書「保守・運用編 
キャナーユニット　タイプ81
応版」「トナーを補給する」　

原因 対処方法
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コピー画 い。
本

し

コピーさ コ
り
コ

本

モアレが ア

状態
使用説明書 コピー機能 応用

像が欠ける。 原稿のセット位置が間違っていま
す。

原稿を正しくセットしてくださ
⇒使用説明書「コピー機能　基
編」「原稿のセット」

適切なサイズの用紙が選択されて
いません。

適切なサイズの用紙を選択し直
てください。

れない。 原稿のセット面が間違っています。 原稿ガラスにセットするときは
ピーする面を下に、自動原稿送
装置(ADF)にセットするときは
ピーする面を上にします。
⇒使用説明書「コピー機能　基
編」「原稿ガラスへのセット」

発生している。 モアレは画像を処理するときに規
則正しく配列された網点、または
線が重なりあって発生します。

原稿のセット方向をかえるとモ
レを防げることがあります。

原因 対処方法

��
��
���
����
��

yy
yy
yyy
yyyy
yy



編
68

コピー

メッセ

おもなメ 処して
ください

メッセー

原稿サイ と
択」
／
以

だ
能 
ト」

原稿の方

コピー枚 変
100 

用紙サイ され

この用紙
ません。

選

」

使用説明書 コピー機能 応用

が始められないとき

ージが表示されたとき

ッセージについて説明します。その他のメッセージが表示されたときは、メッセージに従って対
。

ジ 状態・原因 対処方法

ズがわかりません。 サイズを読み取りにくい原稿が
セットされています。⇒ P.127 
「サイズを読み取りにくい原稿」

サイズを読み取りにくい原稿の
き、用紙の選択は「自動用紙選
を使わず［用紙選択］で、拡大
縮小コピーは「用紙指定変倍」
外の方法で行ってください。

原稿ガラスにセットし直してく
さい。⇒使用説明書「コピー機
基本編」「原稿ガラスへのセッ

原稿がセットされていません。 原稿をセットしてください。

向を確認してください。 原稿の方向が適切ではありません。 原稿の向きを変えてください。

数は□□枚までです。 コピー枚数の上限を越えています。 一度にコピーする枚数の上限を
更することができます。⇒ P.
「コピーセット枚数制限設定」

ズを確認してください。 適切な用紙がありません。 【スタート】キーを押すと選択
ている用紙にコピーされます。

サイズは回転ソートでき 回転ソートできない用紙を選択し
ています。

回転ソート可能サイズの用紙を
択してください。⇒使用説明書
「コピー機能 基本編」「ソート



編
69

この用紙
ん。

L、

サイ

ステープ し

プ

この用紙
ません。

選

プ

この用紙
ません。

L、
Kで
て

メッセー
使用説明書 コピー機能 応用

サイズはパンチできませ パンチできない用紙を選択してい
ます。

パンチできる用紙はA3L、B4
A4KL、B5KL、A5KL、
11×17L、Legal(81/2×14)L、
Letter(81/2×11)KLです。この
ズを選択してください。

ル可能枚数を超えました。 ステープルできる枚数の上限を超
えています。

ステープル可能枚数内でコピー
直してください。⇒使用説明書
「コピー機能 基本編」「ステー
ル」

サイズはステープルでき ステープルできない用紙を選択し
ています。

ステープル可能サイズの用紙を
択してください。⇒使用説明書
「コピー機能 基本編」「ステー
ル」

サイズは両面コピーでき 両面コピーできない用紙を選択し
ています。

両面コピーできるサイズはA3
B4L、A4KL、B5KL、A5
す。このサイズの用紙を選択し
ください。

ジ 状態・原因 対処方法
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思いど

思いどお

基本機

状態

ステープ だ

ス
00対
まっ

ッ
わせ
ず、

し

本編」

さ

使用説明書 コピー機能 応用

おりにコピーされないとき

りのコピー結果が得られないときの原因と対処方法を説明します。

能

原因 対処方法

ルされない。 ステープラーの針がつまっていま
す。

つまっている針を取り除いてく
さい。
⇒使用説明書「保守・運用編 
キャナーユニット　タイプ81
応版」「ステープラーの針がつ
たとき」

補足

❒ 針づまりの処理後、フィニ
シャーが針シートの位置合
をする間はステープルされ
空打ちされます。

ステープルできる枚数を超えてい
ます。

ステープル可能枚数内でコピー
直してください。
⇒使用説明書「コピー機能 基
「ステープル」

紙がカールしています。 用紙を裏返してセットしてくだ
い。
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ステープ に

本編」

たびたび 。
2 

100
レイ

複数の機
されない

定

ページが 点
ま
　基

他の機能
め、コピ

操
く
、
を
の

/ス
プ
を
ら

状態
使用説明書 コピー機能 応用

ルの位置が違う。 原稿のセット方向と選択したス
テープルの位置が合っていません。

原稿の上部を奥側のセット基準
合わせてセットしてください。
⇒使用説明書「コピー機能 基
「ステープル」

紙がつまる。 用紙サイズの設定が間違っていま
す。

用紙サイズを設定してください
⇒使用説明書「システム設定編
スキャナーユニット　タイプ8
対応版」「用紙サイズ設定：ト
1～4」

能を設定したとき、設定
機能がある。

組み合わせることのできない機能
を設定しています。

機能の組み合わせを確認し、設
し直してください。

分割されてソートされる。 途中でメモリーがいっぱいになり、
分割して排出しました。

メモリーがいっぱいになった時
でコピーを中断するようにでき
す。 ⇒使用説明書「コピー機能
本編」「ステープル」

でスキャナー使用中のた
ーできません。

ドキュメントボックス機能での操
作が終了していません。

ドキュメントボックス機能での
作を終了させてからコピーして
ださい。［確認］　を押したあと
【ドキュメントボックス】　キー
押して、ドキュメントボックス
画面を表示させます。【クリア
トップ】　キーを押し、「ストッ
キーが押されました。読みとり
中止しますか？」と表示された
［中止］　を押してください。

原因 対処方法
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編集

状態

ダブルコ
ける。

は
紙に

消去（枠
したとき

て
設定
設
」

い。

とじしろ 直
囲で

定
じし

0 
）」、
う

リピート 選
使用説明書 コピー機能 応用

原因 対処方法

ピーしたとき、画像が欠 原稿と用紙サイズの組み合わせが
間違っています。

A4Kの原稿はA3L、A5の原稿
A4の用紙、B6の原稿はB5の用
コピーしてください（等倍のと
き）。

/センター /センター・枠）
、画像が欠ける。

消去幅の値を大きく設定していま
す。

消去幅の値を小さく設定し直し
ください。2～99mmの範囲で
できます。 ⇒ P.112 「枠消去幅
定」、P.112 「センター消去幅

原稿サイズが正しく読み取られて
いません。

正しく原稿をセットしてくださ

で画像が欠ける。 とじしろ幅の値を大きく設定して
います。

とじしろ幅の値を小さく設定し
してください。0～30mmの範
設定できます。
⇒ P.111 「上下とじしろ幅設
（おもて面）」、P.110 「左右と
ろ幅設定（おもて面）」、P.11
「左右とじしろ幅設定（うら面
P.111 「上下とじしろ幅設定（
ら面）」

原稿のとじ位置の反対側の余白が
不足しています。

されない。 原稿と同じサイズの用紙を選択し
ているか、変倍率を設定していま
せん。

原稿より大きいサイズの用紙を
択してください。

変倍率を設定してください。
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集約

状態

画像が欠
る。

ー
し

を設
きま

原
く
お
さ

順番どお トす
番
さ

原
し

使用説明書 コピー機能 応用

原因 対処方法

ける、または余白ができ 原稿サイズと拡大／縮小率と用紙
の組み合わせが間違っています。

用紙指定変倍すると原稿とコピ
する用紙にあった倍率でコピー
ます。

補足

❒ 変倍率を選択してから集約
定し、コピーすることもで
す。

ステープル、パンチと組み合わせ
たときに余白がでることがありま
す。

用紙の向きを変えてください。
稿の向きを変えても、余白を無
すことができますが、思ったと
りの位置にステープル、パンチ
れないことがあります。

りにコピーされない。 原稿をセットする順番が間違って
います。

自動原稿送り装置(ADF)にセッ
るとき、原稿の先頭ページが一
上になるようにセットしてくだ
い。
原稿ガラスにセットするとき、
稿は先頭ページから順にセット
てください。
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両面

状態

順番どお トす
番
さ

原
し

「左右ひ
開きでコ
下ひらき
きでコピ

合
使
」

う
どち
。

［上
にし
択

使用説明書 コピー機能 応用

原因 対処方法

りにコピーされない。 原稿をセットする順番が間違って
います。

自動原稿送り装置(ADF)にセッ
るとき、原稿の先頭ページが一
上になるようにセットしてくだ
い。
原稿ガラスにセットするとき、
稿は先頭ページから順にセット
てください。

らき」を選択したのに上下
ピーされる。または「上
」を選択したのに左右開
ーされる。

原稿のセット方向が間違っていま
す。

原稿の上部を奧側のスケールに
わせてセットしてください。⇒
用説明書「コピー機能　基本編
「原稿のセット」

補足

❒ A3、B4などの原稿を次のよ
にセットしたときは、次の
らかの操作をしてください

「左右ひらき」にしたいときは
下ひらき］を、「上下ひらき」
たいときは［左右ひらき］を選
する。
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メモリ

制限

❒ メモリ

補足

❒「ソー セージ
は表示 継続し
て残っ

メッセー

メモリー
ページ目
力］を押
ピーしま
まにして
［メモリ

補足

❒ メモ
でコ
セー

ピー

コ
リー
ます。
リア

しま

残った原
［継続］
［中止］［

開す

てか
。
止す
使用説明書 コピー機能 応用

ーがいっぱいになったとき

ーがいっぱいになったときは割り込みコピーできません。

ト全数読み取り設定」（コピー初期設定）（⇒ P.118） が「する」に設定されているときは、メッ
されず、メモリーがいっぱいになったときも自動的に読み取ったぺージまでコピーを排出させ、
た原稿を読み取りコピーを仕上げます。ただし、ページ順が別れて仕上がります。

ジ 原因 対処方法

が一杯になりました。 ##
まで読み取りました。［出
すと読み取った原稿をコ
す。残った原稿はそのま
ください。
ークリア］［出力］

リーがいっぱいになった時点
ピーが中断され、このメッ
ジが画面に表示されます。

読み取られた原稿がメモリーに蓄
積できる枚数を超えました。

• 読み取ったページまでのコ
を排出させるとき

•［出力］を押します。
読み取ったページまで
ピーが排出され、メモ
内の画像はクリアされ

• 読み取った原稿の画像をク
し、コピーを中止するとき

•［メモリークリア］を押
す。

稿のコピーを再開します。
を押してください。
継続］

読み取ったページまでのコピーが
排出されたので、残りの原稿のコ
ピーを継続するか確認されました。

• 残りの原稿の読み込みを再
るとき

• 必ずコピーを取り除い
ら、［継続］を押します

• 残りの原稿の読み込みを中
るとき

•［中止］を押します。
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❖ ドキュ

メッセー

メモリー
ページ目

］
明
ー
」

使用説明書 コピー機能 応用

メントボックス

ジ 原因 対処方法

が一杯になりました。##
まで読み取りました。

読み取られた原稿がメモリーに蓄
積できる枚数を超えました。

不要になった文書を［文書消去
で消去してください。⇒使用説
書「システム設定編2 スキャナ
ユニット　タイプ8100対応版
「文書を消去する」
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画質調

画質調整

❖ シャ
画像の

❖ コン
画像の

❖ 地肌
画像の

❖ UCR
ブラッ
分を鮮

❖ 文字
「文字
る基準

補足

❒「シャ
それぞ
などに
とがあ
使用説明書 コピー機能 応用

整

には次の種類があります。

ープ／ソフト
輪郭を調整します。

トラスト
明暗を調整します。

調整
地肌を調整します。

調整
クトナーの量を調整し、画像のブラック部
明に表現します。

・写真判定調整
・写真」時、画像を文字部と写真部に判断す
レベルを調整します。

ープ／ソフト」「コントラスト」「地肌調整」は
れに調整できますが、調整レベルや色合い
よって他の調整機能のレベルに影響するこ
ります。

A【カラー調整／登録】キーを押します。

キーのランプが点灯します。

B［画質調整］を押します。

ZFNS014J
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C 各機

参

「シ

「コ

「地

「U

「文

シャ

A［

B［

❒

❒

、【カ
灯した

】キー
、調整
に戻り
使用説明書 コピー機能 応用

能を調整します。

照

ャープ／ソフトを調整する」 ⇒ P.78

ントラストを調整する」 ⇒ P.78

肌調整をする」 ⇒ P.79

CR調整をする」 ⇒ P.79

字・写真判定調整をする」 ⇒ P.79

ープ／ソフトを調整する

ソフト］［シャープ］を押して調整します。

閉じる］を押します。

補足

画質が調整されている状態のときは、【カ
ラー調整／登録】キーのランプは点灯した
ままです。

オートクリアされたとき、【リセット】キー
を押したとき、電源を切ったときには、調整
した内容は取り消され、初期設定値に戻り
ます。

コントラストを調整する

A［弱い］［強い］を押して調整します。

B［閉じる］を押します。

補足

❒ 画質が調整されている状態のときは
ラー調整／登録】キーのランプは点
ままです。

❒ オートクリアされたとき、【リセット
を押したとき、電源を切ったときには
した内容は取り消され、初期設定値
ます。
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地肌

A［

❒

❒

B［

❒

❒

。

、【カ
灯した

】キー
、調整
に戻り

ます。
使用説明書 コピー機能 応用

調整をする

こく］［うすく］を押して調整します。

補足

新聞紙や再生紙など地肌の濃い原稿をコ
ピーするときは、薄めに調整します。

蛍光ペン、マーカーペンの色を濃くすると
きは濃く調整します。ただし、蛍光ペンの色
は再現しにくいため、違う色にコピーされ
たり、色によってはコピーされなかったり
することがあります。

閉じる］を押します。

補足

画質が調整されている状態のときは、【カ
ラー調整／登録】キーのランプは点灯した
ままです。

オートクリアされたとき、【リセット】キー
を押したとき、電源を切ったときには、調整
した内容は取り消され、初期設定値に戻り
ます。

UCR調整をする

A［こく］［うすく］を押して調整します

B［閉じる］を押します。

補足

❒ 画質が調整されている状態のときは
ラー調整／登録】キーのランプは点
ままです。

❒ オートクリアされたとき、【リセット
を押したとき、電源を切ったときには
した内容は取り消され、初期設定値
ます。

文字・写真判定調整をする

A［次へ］を押します。

補足

❒ 元の画面に戻すときは［前へ］を押し
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B［

❒

C［

❒

❒

。

使用説明書 コピー機能 応用

文字］［写真］を押して調整します。

補足

文字の部分がぼけていたり、くっきりと黒
くなっていないときは「文字」よりに、濃度
の変化が大きい写真をコピーすると輪郭が
黒くなるときは「写真」よりに設定してくだ
さい。

閉じる］を押します。

補足

画質が調整されている状態のときは、【カ
ラー調整／登録】キーのランプは点灯した
ままです。

オートクリアされたとき、【リセット】キー
を押したとき、電源を切ったときには、調整
した内容は取り消され、初期設定値に戻り
ます。

自動階調補正

A【初期設定／カウンター】キーを押します

B［調整／管理］を押します。

ZFNS016J
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C［自動

D「コピ

出力

(81/2×
がない
）。給
ズを確

ーは進
使用説明書 コピー機能 応用

階調補正］を押します。

ー使用時」の［実行］を押します。

E［印刷スタート］を押し、テストパターンを
します。

補足

❒ テストパターンは、A4K、A3L、Letter
11)K、11×17Lに出力されます（A4K
ときはA3LまたはB4Lに出力されます
紙トレイにセットされている用紙サイ
認してください。

❒ 手差しトレイからの給紙はできません。

❒ テストパターンを出力してもカウンタ
みません。
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F テス
し、［

「しば
されま

制

❒ テ
セ

使用説明書 コピー機能 応用編

トパターンをコンタクトガラスにセット
読み取りスタート］を押します。

らくお待ち下さい」が消えたら、画像が補正
す。

限

ストパターンは自動原稿送り装置 (ADF) に
ットしても読み取られません。

補足

❒ テストパターンは次のようにセットしてくだ
さい。

❒ 自動原稿送り装置 (ADF) 装着時は、テストパ
ターンの上にテストパターンと同じサイズの
白紙を2～3枚重ねてコンタクトガラスにセッ
トしてください。

元の値に戻すとき

補足

❒「元の値に戻す」とは実行前の状態に戻すこと
をいいます。
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A「
に

B［

設

❒

使用説明書 コピー機能 応用

自動階調補正（コピー使用時）」の［元の値
戻す］を押します。

元の値に戻す］を押します。

定値が元に戻ります。

補足

元の値に戻さないときは、［補正値のまま］
を押します。



84

カラー

特定の色
アン、グ
づけるよ

補足

❒ イエロ
リーン

❒ カラー
ピー」
無効に
使用説明書 コピー機能 応用編

調整

（イエロー、レッド、マゼンタ、ブルー、シ
リーン）をカラーサークルで隣り合う色に近
うに調整します。

ー、レッド、マゼンタ、ブルー、シアン、グ
の中から3色まで同時に調整できます。

選択で「白黒コピー」「単色コピー」「2色コ
を設定しているときは、カラー調整の内容は
なります。

A【カラー調整／登録】キーを押します。

キーのランプが点灯します。

B［カラー調整］を押します。

カラーサークルが表示されます。

GCCPLR8J

ZFNS014J
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C 調整

同時に

D［←］

9段階

補

❒「5

E［閉じ

補

❒ カ
調
す

❒ オ
し
容

使用説明書 コピー機能 応用編

したい色を選択します。

3色まで選択できます。

［→］で色味を調整します。

まで調整できます。

足

」のレベルが初期値です。

る］を押します。

足

ラー調整されている状態のときは、【カラー
整／登録】キーのランプは点灯したままで
。

ートクリアされたとき、【リセット】キーを押
たとき、電源を切ったときには、調整した内
は取り消され、初期設定値に戻ります。



編
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カラー

コピー全
ときに、

補足

❒ 調整し
グラム
ラーバ

確認
使用説明書 コピー機能 応用

バランス調整

体が赤みがかっていたり、青みがかっている
コピー全体の色味を調整します。

た内容を登録したり（カラーバランスプロ
）、調整した色をサンプル出力したり（カ
ランスモニター）できます。

A【カラー調整／登録】キーを押します。

キーのランプが点灯します。

B［カラーバランス］が選択されていることを
します。

GCCPLR9J

ZFNS014J
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C［うす

D［閉じ

補

❒ カ
は
た

❒ オ
し
容

バラン
呼び出

登録し
いた内

きま

バラン
使用説明書 コピー機能 応用

く］［こく］を押して調整します。

る］を押します。

足

ラーバランスが調整されている状態のとき
、【カラー調整／登録】キーのランプは点灯し
ままです。

ートクリアされたとき、【リセット】キーを押
たとき、電源を切ったときには、調整した内
は取り消され、初期設定値に戻ります。

カラーバランスプログラム

カラーバランス調整で調整した内容を、カラー
スプログラムとして登録し、コピーするときに
して使うことができます。

補足

❒ 3件まで登録できます。

❒ 登録した内容を変更したいときはもう一度
直してください。このとき、前に登録されて
容は変更されます。

調整した内容を登録する

A 登録したいカラーバランスに調整してお
す。

参照

カラーバランスの調整方法は、「カラー
ス調整」を参照してください。⇒ P.86
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B［カラ

C［登録

D 登録
を選

選んだ

補

❒ m

選
と

使用説明書 コピー機能 応用編

ーバランスプログラム］を押します。

］を押します。

／変更するプログラムの番号（［1］～［3］）
択します。

番号にカラーバランスが登録されます。

足

の表示されているプログラムの番号キーを
択すると、登録内容を変更（上書き）するこ
になります。

上書きするとき

A［登録する］を押します。

補足

❒ 上書きしないときは、［登録しない］を押し
ます。

E［閉じる］を押します。
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登録の内

A［カラ

B 変更
択し

番号に
ます。

グラ
使用説明書 コピー機能 応用

容を変更する

ーバランスプログラム］を押します。

するプログラムの番号（［1］～［3］）を選
ます。

登録されているカラーバランスが表示され

C 登録されている内容を変更します。

D 変更が終わったら、［カラーバランスプロ
ム］を押します。
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E［登録
しま

F［登録

カラー

補

❒ 変

G［閉じ

確認
ます。
使用説明書 コピー機能 応用

］を押し、上書きするプログラム番号を押
す。

する］を押します。

バランスプログラムが上書きされます。

足

更しないときは［登録しない］を押します。

る］を押します。

登録した内容を呼び出してコピーする

A【カラー調整／登録】キーを押します。

キーのランプが点灯します。

B［カラーバランス］が選択されていることを
し、［カラーバランスプログラム］を押し

ZFNS014J
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C［呼び
用す
ラム

登録
す。

D［閉じ

E 原稿

補

❒ コ
セ
れ

確認
ます。
使用説明書 コピー機能 応用

出し］が選択されていることを確認し、使
るカラーバランスが登録されているプログ
の番号を選択します。

されているカラーバランスの画面になりま

る］を押します。

をセットし、【スタート】キーを押します。

足

ピー終了後、オートクリアされたとき、【リ
ット】キーを押したときなどには、呼び出さ
た内容は取り消されます。

登録した内容を消去する

A【カラー調整／登録】キーを押します。

キーのランプが点灯します。

B［カラーバランス］が選択されていることを
し、［カラーバランスプログラム］を押し

ZFNS014J
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C［消去
され

D［消去

登録内

補

❒ 消

E［閉じ
使用説明書 コピー機能 応用

］を押し、消去するカラーバランスが登録
ているプログラムの番号を選択します。

する］を押します。

容が消去されます。

足

去しないときは［消去しない］を押します。

る］を押します。
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編

3

初

よ
件

。

す。

］を押

定メ
.コピ

期設

く行う操
を変更し

操作の前

初期設定
機能で操
に戻して
定できる

選択した

ここで設
い限り、
【リセッ

参照

システム
使用説明
ト　タイ
照してく
使用説明書 コピー機能 応用

ー初期設定

定値の変更

作内容に合わせて、初期設定値や操作の条
ます。

に

値の変更は、通常のコピー機能とは別の
作します。操作後は、必ず元のコピー機能
ください。ここではコピー初期設定で設
項目を説明します。

キーは反転表示されます。

定／変更した内容は、再度設定し直さな
主電源スイッチを切ったり、【電源】キー、
ト】キーを押しても取り消されません。

初期設定で設定できる項目については、
書「システム設定編2 スキャナーユニッ
プ8100対応版」「システム初期設定」を参
ださい。

A【初期設定／カウンター】キーを押します

初期設定のメインメニュー画面が表示されま

B［コピー／ドキュメントボックス初期設定
します。

コピー／ドキュメントボックスの初期設
ニュー画面が表示されます。

ZFNS016J
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C 設定

それぞ
す。

補

❒［U
切

D 画面
更し

補

❒［設
画

❒［取
択

ンメ

る状態

りたい
押しま

押す代
押して
使用説明書 コピー機能 応用

したい項目を選択します。

れの項目についての設定画面が表示されま

足

前へ］ ［T次へ］を押すと、メニュー画面の
り替えができます。

のメッセージにしたがって初期設定値を変
、［設定］を押します。

足

定］を押すと、機能を設定し、1つ前の選択
面に戻ります。

消］を押すと、元の設定に戻し、1つ前の選
画面に戻ります。

初期設定の終了

A 初期設定値の変更後、初期設定のメイ
ニュー画面で［終了］を押します。

初期設定値の変更が終了して、コピーでき
になります。

補足

❒ 初期設定値の変更を中止し、コピーに戻
ときは【初期設定／カウンター】キーを
す。

❒ 初期設定メインメニュー画面の終了を
わりに【初期設定／カウンター】キーを
も終了できます。
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コピー

補足

❒ ＿＿＿

❒ 画面表

基本コ

❖ 自動
電源を
しない

• す

• し

❖ 用紙
コピー

• す

• し

補

❒「す 。
使用説明書 コピー機能 応用編

初期設定の項目

は工場出荷時の値です。

示、選択できる項目は、設定やオプションの有無によって変わる場合があります。

ピー設定 1/5

用紙選択優先
入れた直後、オートクリアされたときやリセットしたときに、自動用紙選択が設定されるようにするか
かを設定します。⇒使用説明書「コピー機能 基本編」「用紙選択」

る

ない

種類省略表示
初期画面の用紙種類（給紙トレイ）表示を省略するかしないかを設定します。

る

ない

足

る」を選択したときは、次のように表示されます。［自動用紙選択］を押すと、用紙種類が表示されます
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❖ 原稿
コピー

• す

• し

補

❒「す

❖ 優先
電源を す。⇒
使用説

• 文

• 文

• 写

• 淡

• 複

• 地
使用説明書 コピー機能 応用

種類省略表示
初期画面から原稿種類表示を省略するかしないかを設定します。

る

ない

足

る」を選択したときは、次のように表示されます。

原稿種類
入れた直後、オートクリアされたときやリセットしたときに、設定される原稿の種類を設定しま
明書「コピー機能 基本編」「原稿種類選択」

字

字・写真

真

い原稿

写原稿

図
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❖ 優先
「優先 。

• 印

• 印

• 複

❖ リミ
コピー 向にか
かわら ットレ
ス給紙

• 回
リ

❒

使用説明書 コピー機能 応用

写真原稿種類
原稿種類」で「文字・写真」または「写真」を選んだときに設定される原稿の種類を設定します

画紙写真

刷写真

写写真

ットレス給紙
中に用紙がなくなったとき、同じサイズの用紙が他の給紙トレイにセットされていれば、用紙方
ず自動的にその給紙トレイから続けて給紙することができます(自動用紙選択時)。これを「リミ
」といいます。リミットレス給紙をするかしないかを設定します。

転可能で動作
ミットレス給紙を使ってコピーします。

制限

動作している機能によっては、回転しない場合があります。
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• 回
同 同じ方
向

• し
用

使用説明書 コピー機能 応用

転不可で動作する
じサイズで同じ方向の用紙がセットされている場合だけ、継続してコピーします。同じサイズで
の用紙がない場合は、“用紙を補給してください”が表示されコピーは中断されます。

ない
紙がなくなると、“用紙を補給してください”が表示されコピーは中断されます。
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基本コ

補足

❒ ＿＿＿

❖ 両面
電源を
す。

• 片

• 両

• 片

補

❒ 拡

❖ 両面
両面コ

• 左

• 上

補

❒ 拡

❖ 両面
両面コ

• 左

• 上

補

❒ 拡
使用説明書 コピー機能 応用編

ピー設定 2/5

は工場出荷時の値です。

コピー優先設定
入れた直後、オートクリアされたときやリセットしたときに、設定される両面コピーの種類を設定しま

面→両面

面→両面

面→片面

足

張HDD(40GB)、両面ユニット装着時のみ有効です。

コピーひらき方向設定
ピーするときの、コピーのひらき方向を設定します。

右ひらき

下ひらき

足

張HDD(40GB)、両面ユニット装着時のみ有効です。

原稿ひらき方向設定
ピーするときの、原稿のひらき方向を設定します。

右ひらき

下ひらき

足

張HDD(40GB)、両面ユニット装着時のみ有効です。
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❖ 標準
電源を グラム
No.1

• 通

• プ

❖ コピ
セット

•「1

❒

❖ 原稿
原稿の

• O

• O

補

❒「ブ 書「シ
ス

❖ ジョ
コピー ブザー
音」を 中断し
たとき

• O

• O
使用説明書 コピー機能 応用

モード切り替え
入れた直後、オートクリアされたときやリセットしたときに設定されるモードが、通常かプロ

0に登録しているものかを設定します。

常

ログラムNo.10

ーセット枚数制限設定
できるコピー枚数の上限を設定します。

～99」（1枚単位）の範囲で枚数をテンキーで入力します。

補足

工場出荷時は「99枚」に設定されています。

忘れブザー音
取り忘れを警告するブザー音を鳴らすか鳴らさないかを設定します。

N

FF

足

ザー音」を「OFF」に設定すると、この機能を「ON」に設定しても無効になります。⇒使用説明
テム設定編2 スキャナーユニット　タイプ8100対応版」「ブザー音」

ブ終了お知らせ
が終了したときに“ピーピーピー”というブザー音を鳴らすか鳴らさないかを設定します。また、「
「ON」に設定すると、給紙トレイに用紙がなくなった、用紙がつまったなどの理由でコピーが
に“ピピピピ”というブザー音が鳴り、コピーが終了しなかったことをお知らせします。

N

FF
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基本コ

補足

❒ ＿＿＿

❒ 自動原

❖ コピ
よく使

•「片

•「片

•「両

•「両

•「片

•「片

•「片

•「片

•「片
使用説明書 コピー機能 応用

ピー設定 3/5

は工場出荷時の値です。

稿送り装置(ADF)、フィニッシャー、拡張HDD(40GB)装着時のみ有効です。

ー登録機能キー： F1～F5
用する機能を、F1からF5までの登録機能キーに登録しておくことができます。

面→両面：左右ひらき」

面→両面：上下ひらき」

面：左右ひらき→両面：左右ひらき」

面：左右ひらき→片面」

面→2枚ごと片面集約」

面→4枚ごと片面集約」

面→8枚ごと片面集約」

面→4枚ごと両面集約：左右ひらき」

面→4枚ごと両面集約：上下ひらき」
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•「す

•「ス

•「原

•「大

• 設

補

❒ 工

•

•

使用説明書 コピー機能 応用

こし小さめ」

テープル(手前1カ所)」

稿方向」

量原稿」

定しない

足

場出荷時のそれぞれのキーの初期設定値は次のとおりです。

両面機能があるとき

• F1： 片面→両面：左右ひらき

• F2：両面：左右ひらき→両面：左右ひらき 

• F3： 片面→2枚ごと片面集約

• F4： 片面→4枚ごと片面集約

• F5： すこし小さめ

両面機能がないとき

• F1： 片面→2枚ごと片面集約

• F2： 片面→4枚ごと片面集約 

• F3：  片面→8枚ごと片面集約

• F4： 設定しない

• F5： すこし小さめ
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基本コ

補足

❒ ＿＿＿

❖ ドキ
よく使 機能を
変更す

•「両

•「両

•「片

•「片

•「片

•「両

•「両

•「両

•「両
使用説明書 コピー機能 応用

ピー設定 4/5

は工場出荷時の値です。

ュメントボックス読み取り登録機能： F1～F5
用する機能を、F1からF5までの登録機能キーに登録しておくことができます。また、登録した
ることもできます。

面原稿左右ひらき」

面原稿上下ひらき」

面→2枚ごと片面集約」

面→4枚ごと片面集約」

面→8枚ごと片面集約」

面：左右ひらき→2枚ごと片面集約」

面：上下ひらき→2枚ごと片面集約」

面：左右ひらき→4枚ごと片面集約」

面：上下ひらき→4枚ごと片面集約」



編
104

•「両

•「両

•「す

•「原

•「大

• 設

❒

使用説明書 コピー機能 応用

面：左右ひらき→8枚ごと片面集約」

面：上下ひらき→8枚ごと片面集約」

こし小さめ」

稿方向」

量原稿」

定しない

補足

工場出荷時のそれぞれのキーの初期設定値は次のとおりです。

• F1：両面原稿左右ひらき 

• F2：片面→2枚ごと片面集約 

• F3： 片面→4枚ごと片面集約

• F4： 片面→8枚ごと片面集約

• F5： すこし小さめ
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基本コ

補足

❒ ＿＿＿

❖ リセ
電源を れるか
されな

• ク

• ク

❖ カラ
「白黒

• フ

• 白

❖ カラ
「2色カ

• 2

• 2

❖ 自動
電源を かしな
いかを

• フ

• 白
使用説明書 コピー機能 応用

ピー設定 5/5

は工場出荷時の値です。

ット時手差し設定
入れた直後、オートクリアされたときやリセットされたときに、手差しコピーの設定がクリアさ
いかを設定します。

リアする

リアしない

ー優先
」と「フルカラー」のどちらかの画質を優先してコピーするかしないかを選択します。

ルカラー

黒

ー選択＜2色＞優先設定
ラー」時、「2色（黒・赤）」と「2色」のどちらかの画質を優先して選択するかを設定します。

色（黒・赤）

色

濃度優先
入れた直後、オートクリアされたときやリセットしたときに、自動濃度が設定されるようにする
設定します。⇒使用説明書「コピー機能 基本編」「コピー濃度調整」

ルカラー・2色：する／しない

黒・単色： する／しない
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変倍率

❖ 基本
固定倍 た登録
した倍

• 縮 →B4，
A

• 拡 →A3，
B

• 任

• 設

補

❒ 工

•

•

•

❖ 変倍
［変倍 ます。
使用説明書 コピー機能 応用

設定 1/2

画面倍率キー設定： １～３
率以外でよく使用する倍率を3つまで登録し、コピー初期画面に表示させることができます。ま
率を変更することもできます。

小（25%／50%（A3→A5，B4→B6）／71%（A3→A4，B4→B5）／82%（B4→A4，B5→A5）／87%（A3
4→B5）／93%）

大（115%（B4→A3，B5→A4）／122%（A4→B4，A5→B5）／141%（A4→A3，A5→A4）／200%（A5
6→B4）／400%）

意倍率（25～400%）

定しない

足

場出荷時の初期設定値は次のとおりです。

F1：71%（A3→A4，B4→B5）

F2：141%（A4→A3，A5→A4）

F3：93%

率： 拡大１～５
］を押し、［拡大］を押したとき、表示される拡大1から拡大5までの拡大キーの変倍率を設定し
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• 1

• 1

• 1

• 2

• 4

• 任

補

❒ 工

•

•

•

•

•

❖ 拡大
［変倍

• 1

• 1

• 1

• 2

• 4

補

❒ 変
使用説明書 コピー機能 応用

15%

22%

41%

00%

00%

意拡大（101～400%）

足

場出荷時の初期値は次のとおりです。

拡大1： 115%

拡大2： 122%

拡大3： 141%

拡大4： 200%

拡大5： 400%

の優先設定
］を押し、［拡大］を押したとき、優先される拡大率を設定します。

15%

22%

41%

00%

00%

足

倍率：拡大1～5で各変倍率を設定しているときはその数値になります。
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変倍率

❖ 変倍
［変倍 ます。

• 2

• 5

• 6

• 7

• 8

• 8

• 任

補

❒ 工

•

•

•

•

•

•

使用説明書 コピー機能 応用

設定 2/2

率： 縮小１～6
］を押し、［縮小］を押したときに、表示される縮小1から縮小6までの縮小キーの変倍率を設定し

5%

0%

1%

1%

2%

7%

意縮小 （25～99%）

足

場出荷時の初期値は次のとおりです。

縮小1： 25%

縮小2： 50%

縮小3： 61%

縮小4： 71%

縮小5：82% 

縮小6： 87%
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❖ 縮小
［変倍

• 2

• 5

• 6

• 7

• 8

• 8

補

❒ 変

❖ すこ
登録機

• 9

補

❒「9

❖ 変倍
コピー

• 縮

• 拡

• テ
使用説明書 コピー機能 応用

の優先設定
］を押し、［縮小］を押したとき、優先される縮小率を設定します。

5%

0%

1%

1%

2%

7%

足

倍率：縮小1～6で各変倍率を設定しているときはその数値になります。

し小さめ変倍率設定
能キーに「すこし小さめ」を登録するときの変倍率を設定します。

3%

足

0～99」(1%単位）の範囲で変倍率をテンキーで入力します。

タブ優先機能設定
初期画面に優先的に表示される変倍タブを選択します。

小

大

ンキーズーム
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基本編

補足

❒ ＿＿＿

❖ 左右
おもて

• 左

• 右

補

❒「0

❒ 工

❖ 左右
うら面

• 左

• 右

補

❒「0

❒ 工
使用説明書 コピー機能 応用編

集設定 1/2

は工場出荷時の値です。

とじしろ幅設定（おもて面）
面の左右とじしろ幅を設定します。

足

～30mm」（1mm単位）の範囲でとじしろ幅をテンキーで入力します。

場出荷時は「左 5mm」に設定されています。

とじしろ幅設定（うら面）
の左右とじしろ幅を設定します。

足

～30mm」（1mm単位）の範囲でとじしろ幅をテンキーで入力します。

場出荷時は「右 5mm」に設定されています。
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❖ 上下
おもて

• 上

• 下

補

❒「0

❒ 工

❖ 上下
うら面

• 上

• 下

補

❒「0

❒ 工

❖ 片面
片面→ 。

• 左

• 右

補

❒ 拡

❒「す ます。

❒「0

❒ 工
使用説明書 コピー機能 応用

とじしろ幅設定（おもて面）
面の上下とじしろ幅を設定します。

足

～30mm」（1mm単位）の範囲でとじしろ幅をテンキーで入力します。

場出荷時は「上下 0mm」に設定されています。

とじしろ幅設定（うら面）
の上下とじしろ幅を設定します。

足

～30mm」（1mm単位）の範囲でとじしろ幅をテンキーで入力します。

場出荷時は「上下 0mm」に設定されています。

→両面時裏面自動左右とじしろ
両面コピーするとき、自動的に裏面にとじしろが設定されるようにするかしないかを設定します

足

張HDD(40GB)、両面ユニット装着時のみ有効です。

る」を選択したときのとじしろ幅は「左右とじしろ幅設定（うら面）」で設定した数値が適用され

～30mm」（1mm単位）の範囲でとじ幅をテンキーで入力します。

場出荷時は「右 5mm」に設定されています。
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❖ 片面
片面→

• 上

• 下

補

❒ 拡

❒「す 。

❒「0

❒ 工

❖ 枠消
枠消去

• 1

補

❒「2

❒ 工

❖ 集約
集約コ

• す

• し

❖ セン
センタ

• 1

補

❒「2

❒ 工
使用説明書 コピー機能 応用編

→両面時裏面自動上下とじしろ
両面コピーするとき、自動的に裏面にとじしろが設定されるようにするかしないかを設定します。

足

張HDD(40GB)、両面ユニット装着時のみ有効です。

る」を選択したときのとじしろ幅は「上下とじしろ幅設定（うら面）」で設定した数値が適用されます

～30mm」（1mm単位）の範囲でとじしろ幅をテンキーで入力します。

場出荷時は「上下 0mm」に設定されています。

去幅設定
の幅を設定します。

0mm

足

～99mm」（1mm単位）の範囲で消去幅をテンキーで入力します。

場出荷時は「10mm」に設定されています。

コピー時枠消去
ピーをするとき、原稿の周辺3mmを消去するかしないかを設定します。

る

ない

ター消去幅
ー消去の幅を設定します。

0 mm

足

～99mm」（1mm単位）の範囲で消去幅をテンキーで入力します。

場出荷時は「10mm」に設定されています。
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基本編

補足

❒ ＿＿＿

❖ おも
おもて

• 集

• 集
使用説明書 コピー機能 応用

集設定 2/2

は工場出荷時の値です。

て表紙ページ集約設定
表紙のページを集約するかどうかを設定します。

約する

約しない



編
114

❖ 集約
片面1

• 左

• 上

❖ リピ
リピー

• 仕
使用説明書 コピー機能 応用

時並び順
面への集約コピーのコピーされる順を設定します。

右方向

下方向

ート仕切り線
トの仕切り線の種類と色を設定します。⇒ P.26 「リピート」

切り線種類：仕切り線なし／実線／破線A／破線B／十字
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• フ

❒

❒ ます。

❒ とがあ

❖ ダブ
ダブル

• 仕

• フ

❒

❒ ます。

❒ とがあ
使用説明書 コピー機能 応用

ルカラー時の仕切り線色：イエロー／レッド／シアン／マゼンタ／グリーン／ブルー／ブラック

補足

「仕切り線なし」のときは指定できません。

白黒時は黒、単色時は指定色、2色（標準）時は黒部分の指定色、2色（黒・赤）時は黒で印刷され

実線、または破線の仕切り線を指定したときは、仕切り線の幅として約1.5mm画像が欠けるこ
ります。

ルコピー仕切り線
コピーの仕切り線の種類と色を設定します。⇒ P.31 「ダブルコピー」

切り線種類：仕切り線なし／実線／破線A／破線B／補助線

ルカラー時の仕切り線色：イエロー／レッド／シアン／マゼンタ／グリーン／ブルー／ブラック

補足

「仕切り線なし」のときは指定できません。

白黒時は黒、単色時は指定色、2色（標準）時は黒部分の指定色、2色（黒・赤）時は黒で印刷され

実線、または破線の仕切り線を指定したときは、仕切り線の幅として約1.5mm画像が欠けるこ
ります。
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❖ 集約
集約コ

• 仕

• フ

❒

❒ ます。

❒ とがあ
使用説明書 コピー機能 応用

コピー仕切り線
ピーの仕切り線の種類と色を設定します。⇒使用説明書「コピー機能 基本編」「集約」

切り線種類：仕切り線なし／実線／破線A／破線B／十字

ルカラー時の仕切り線色：イエロー／レッド／シアン／マゼンタ／グリーン／ブルー／ブラック

補足

「仕切り線なし」のときは指定できません。

白黒時は黒、単色時は指定色、2色（標準）時は黒部分の指定色、2色（黒・赤）時は黒で印刷され

実線、または破線の仕切り線を指定したときは、仕切り線の幅として約1.5mm画像が欠けるこ
ります。
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周辺設

補足

❒ ＿＿＿

❖ 大量
電源を Fモー
ドを優

• 大

• S

補

❒ 自

❖ SAD
SADF 間を設
定しま

• 5

補

❒ 自

❒「3

❖ 回転
回転ソ かしな
いかを

• す

• し
使用説明書 コピー機能 応用

定

は工場出荷時の値です。

原稿モード切り替え
入れた直後、オートクリアされたときやリセットしたときに、大量原稿モードを優先するかSAD
先するかを設定します。

量原稿

ADF

足

動原稿送り装置(ADF)装着時のみ有効です。

Fオートリセット時間設定
機能のとき、設定した時間が過ぎると、次の原稿をセットしても自動的に送られません。この時
す。⇒使用説明書「コピー機能 基本編」「SADF機能」

秒

足

動原稿送り装置(ADF)装着時のみ有効です。

～99秒」（1秒単位）の範囲で時間をテンキーで入力します。

ソート：回転給紙継続設定
ートしているときに縦横どちらかの給紙トレイの用紙がなくなったとき、コピーの継続をする
設定します。⇒使用説明書「コピー機能 基本編」「ソート」

る

ない
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補

❒ 拡

❒「す

•

❒「し

•

❖ ソー
電源を
を設定

• す

• し

補

❒ 拡

❖ ソー
原稿の
稿の読

• す

• し

補

❒ 拡

❒「す

•

❒「し

•

使用説明書 コピー機能 応用編

足

張HDD(40GB)装着時のみ有効です。

る」のとき

他方向の用紙サイズに回転して出力を継続し、機械から離れていてもコピーは仕上がります。

ない」のとき

縦横どちらかの給紙トレイの用紙がなくなったとき、コピーは中断し、用紙補給のメッセージが表示さ
れます。用紙を補給することでコピーを継続します。

ト優先
入れた直後、オートクリアされたときやリセットしたときに、ソートを選択した状態にするかしないか
します。

る

ない

足

張HDD(40GB)装着時のみ有効です。

ト全数読み取り設定
読み取りの途中でメモリーがいっぱいになったとき、読み取った原稿だけをコピーしたあと、残りの原
み取りを自動的に継続するかしないかを設定します。

る

ない

足

張HDD(40GB)装着時のみ有効です。

る」のとき

機械から離れていてもコピーは仕上がりますが、ページが別れてソートされてしまいます。

ない」のとき

メモリーがいっぱいになると、機械がいったん停止するので、分割されるたびに排紙トレイのコピーを
取り除くことができます。
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❖ スタ
コピー

補

❒ フ

• ス

• 回

❖ ステ
コピー

補

❒ フ

• 上

• 手

❖ レタ
レター

参

レ 紙につ
い

• 使

• 使
使用説明書 コピー機能 応用

ックキー機能切り替え
初期画面のソートで優先的に表示されるキーを設定します。

足

ィニッシャー、拡張HDD(40GB)装着時のみ有効です。

タック

転ソート

ープル種類選択
初期画面のステープルで優先的に表示されるキーを選択します。

足

ィニッシャー装着時のみ有効です。

2ヵ所

前

ーヘッド紙使用設定 
ヘッド紙を使用するかしないかを選択します。

照

ターヘッド紙を使用するときは用紙のセット方向に注意してください。⇒ P.128 「レターヘッド
て」

用する

用しない
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カラー

❖ 自動
「自動 「自動
濃度」
•［う
• 5

❖ カラ
「指定

補

❒ 例 に近い
色

•［せ

• 5
使用説明書 コピー機能 応用

画質設定

濃度の濃度設定（フルカラー・2色）
濃度」は地肌をとばしてコピーされるように調整されています。「フルカラー」「2色コピー」時の
レベルを5段階に調整します。
すく］または［こく］を押して調整します。
段階調整の中央

ー幅調整
色消去」の指定する色や「2色コピー（黒・赤）」の赤色の幅を5段階に調整します。

足

えば、消去する色にレッドを指定したとき、色の幅を「ひろく」しておくとマゼンタやオレンジ
まで消去されます。「せまく」しておくとレッドが消去されます。

まく］または［ひろく］を押して調整します。

段階調整の中央
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仕

*

.付録

様

1 OHP、厚

複写方式

書き込み方

原稿読み取

ウォームア

連続複写速

　フルカラ

　白黒

ファースト

フルカラー

白黒

複写原稿

最大原稿サ

複写サイズ

画像欠け幅

複写倍率
使用説明書 コピー機能 応用編

紙モードのときは10枚/分（A4K）。

乾式二成分電子写真方式

式 レーザービームによる各色順次書き込み（ブラック、イエロー、シアン、
マゼンタ）

り方式 原稿固定走査線方式および原稿移動走査線方式（ADF）

ップタイム 約119秒以下（温度23℃・定格電圧）

度（等倍時） 通常モード

ー（4色） 28枚/分（A4K） *1 

14枚/分（A3L）

38枚/分（A4K） *1 

18枚/分（A3L）

プリント 通常モード

10秒以下

8秒以下

シート、ブック、立体物

イズ A3L（297×420mm）、11×17（279.4mm×431.8mm）

A3L～はがきL（100×148mm）、11×17～51/2×81/2KL、12×18L

先端5mm、後端6mm、左右端4mm以下

等倍100%

拡大115%、122%、141%、200%、400%

縮小25%、50%、61%、71%、82%、87%、少し小さめ（93%）

ズーム25～400%（1%単位の任意選択）

倍率誤差圧板等倍：±0.55%、ADF：±1.0％以下
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連続複写

最大消費

付加機能
使用説明書 コピー機能 応用編

1～99枚

電力 1.5kW以下

カラー選択（フルカラー、単色コピー、白黒コピー、2色コピー）

編集（とじしろ、リピート、センタリング、ダブルコピー）
カラー加工（指定色消去）
画質調整（シャープ／ソフト、コントラスト、地肌調整、UCR調整、文字
写真判定調整）
カラーバランスプログラム
カラー調整、カラー登録
用紙選択（自動、マニュアル）
コピー濃度調整（自動、マニュアル）
原稿種類選択（文字写真、文字、写真、淡い原稿、複写原稿、地図）
オートスタート、割り込みコピー、リセット、予熱、手差しコピー、プロ
グラム、予約コピー、大量原稿、サイズ混載
変倍（定形変倍、ズーム、寸法変倍、独立変倍、用紙指定変倍）
センター／枠消去
ソート（オプション）、スタック（オプション）、ステープル（オプショ
ン）
分割（見開き→片面、左右ページ→両面（オプション）、表裏ページ→両
面（オプション））
表紙（おもて表紙／両表紙）、合紙
ドキュメントボックス（オプション）
集約（片面集約、両面集約（オプション））
両面（片面→両面、両面→両面）（オプション）
パンチ（オプション）
回転ソート（オプション）
偽造防止機能
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電波障

他のエレ くにテ
レビやラ

• テレビ

• テレビ

• コンセ

この装置 。こ
の装置は 接
して使用 だ
さい。
使用説明書 コピー機能 応用

害について

クトロニクス機器に隣接して設置した場合、お互いに悪影響を及ぼすことがあります。特に、近
ジオなどがある場合、雑音が入ることがあります。その場合は、次のようにしてください。

やラジオなどからできるだけ離す。

やラジオなどのアンテナの向きを変える。

ントを別にする。

は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI)の基準に基づくクラスB情報技術装置です
、家庭環境で使用することを目的としていますが、この装置がラジオやテレビジョン受信機に近
されると、受信障害を引き起こすことがあります。使用説明書に従って正しい取り扱いをしてく
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原稿に

セット

補足

❒ 自動原

❒ サイズ

自動的

*1 A4Lの
*2 11×15

原稿セッ

原稿ガラ

自動原稿
（ADF)

原稿サイ

原稿セッ

原稿ガラ

自動原稿
(ADF)
使用説明書 コピー機能 応用編

ついて

できる原稿のサイズと紙厚

稿送り装置(ADF)にセットできる枚数は『リコピー PPC用紙タイプ6000』のとき約80枚です。

混載機能時は、52～81g/m2(45～70kg)です。

に読み取れる原稿サイズ

代わりにLetter(81/2×11)を読み取れるようにしたいときは、サービス実施店にご連絡ください。

Lの代わりに11×17Lを読みとれるようにしたいときは、サービス実施店にご連絡ください。

ト先 原稿サイズ 原稿紙厚

ス A3(297×420mm)、11×17 (279×432mm)まで —

送り装置 片面原稿時A3L～B6KL、11×17 L～5/×8/KL、
297×432mm

40～128g/m2(35～110kg)

両面原稿時A3L～A5KL、11×17 L～5/×8/KL 52～105g/m2(45～90kg)

ズ 国内で使われているサイズ 海外で使われているサイズ

ト先

A3L B4L A4K
L

B5K
L

A5K
L

11×17
L

11×15
L

Legal
(81/2"×
14)L

Letter
(81/2×
11)K

Letter
(81/2×
11)L

51/2×
81/2K
L

ス ❍ ❍ ❍ ❍ × × × × × × ×

送り装置 ❍ ❍ ❍ ❍ ❍ ❍ *2 ❍ × ❍ ❍ *1 ×
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❖ 原稿ガ

❖ 自動原
使用説明書 コピー機能 応用

ラス

稿送り装置(ADF)
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画像欠

原稿の周

❖ 原稿

自動原

次のよう なるこ
とがあり

• ⇒ P.

• ステー

• 穴、破

• そり、

• はり合

• 感熱紙
使用説明書 コピー機能 応用

け範囲

囲から内側数mmはコピーできません。

欠け範囲（A3LまたはDLTLまでの用紙にコピーしたとき）

稿送り装置 (ADF)にセットできない原稿

な原稿を自動原稿送り装置(ADF)にセットすると、紙づまり、原稿破損、白スジ、黒スジの原因に
ます。原稿ガラスにセットしてください。

124「セットできる原稿のサイズと紙厚」以外の原稿

プラーの針やクリップのついた原稿

れのある原稿

折れ、しわのある原稿

わせた原稿

、アート紙、銀紙、カーボン紙、導電性の用紙などのように表面が加工された原稿
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• ミシン

• インデ

• トレー

• 登記簿

• 官製は

• 本など

• OHP

• 修正液

サイズ

次のよう されな
いことが

• 付せん

• OHP

• 文字や

• 部分的

• 周囲に
使用説明書 コピー機能 応用

がけ原稿

ックスや付せんなど、はみ出た部分のある原稿

シングペーパー（第二原図用紙）などのようにすべりにくい原稿

などに使われるような薄くてやわらかい原稿

がきのような厚い原稿

のようにとじてある原稿

フィルムやトレーシングペーパー（第二原図用紙）などのように透明度の高い原稿

やインクなどが完全に乾いていない原稿

を読み取りにくい原稿

な原稿はサイズを読み取りにくいため、「自動用紙選択」を設定しても正しいサイズの用紙が選択
あります。手動で用紙を選択してください。

やインデックスなどはみ出た部分のある原稿

フィルムやトレーシングペーパー（第二原図用紙）などのように透明度の高い原稿

絵柄部などが多く、全体に黒っぽい原稿

にベタ部がある原稿

ベタ部がある原稿
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レター

レターヘ 組み合
わせによ 、次の
ように原

コピー

用
紙
セ
ッ
ト
方
向

�

用
紙
セ
ッ
ト
方
向

�

使用説明書 コピー機能 応用

ヘッド紙について

ッド紙やビジネス用便箋など、天地の向きや表裏がある用紙は、原稿のセット、用紙のセットの
って、正しく印刷されないことがあります。「レターヘッド紙使用設定」を「使用する」に設定し
稿、用紙をセットしてください。⇒ P.119 「レターヘッド紙使用設定」

GCCPLR0J

用紙セット� 手差しトレイ�
本体給紙トレイ�
給紙テーブル�

2000枚�
給紙テーブル� 原稿を原稿ガラス�

にセット�
原稿を自動原稿送り�
装置（ADF）にセット�モード�

片面�

両面�

片面�

両面�

*1 *1

*1 *1

*1　用紙サイズを指定しているとき�
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使用上

• 連続し

• コピー さい。

• コピー

• コピー

• 本機に が発生
した場

• 本機の 社は一
切その

• 急激な うな不
具合を してく
ださい を用意
してい
結露防
使用説明書 コピー機能 応用

のお願い

てコピーすると、原稿ガラス表面が熱いと感じることがありますが、異常ではありません。

中に電源を切らないでください。電源を切るときは、コピーが終了していることを確認してくだ

中に前カバーや給紙カバーを開けないでください。コピーが停止し、用紙がつまります。

中に本機を動かしたり、傾けたりしないでください。また、振動を与えないでください。

登録した内容は、必ず控えをとるようにしてください、お客様が操作をミスしたり、本機に異常
合、登録した内容が消失することがあります。

故障による損害、登録した内容の消失による損害、その他の使用により生じた損害について、当
責任を負えませんのであらかじめご了承ください。

温度の変化により、機械の内部に水滴が生じ、適切な画像が得られないことがあります。このよ
避けるため、夜間等使用しないときは、主電源スイッチはON状態、操作部の電源キーをOFFに
。また、これらの操作でも適正な画像が得られないときは、適正になるように結露防止ヒーター
ます。（オプション）
止ヒーターは電源キーがOFF、電源コードがコンセントにセットされている状態で働きます。
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編

索
ア

あ

か

引
ルファ

SADFオー

UCR調整

行

合紙 40

オートス

オプショ

おもて表

おもて表

行

回転ソー
回転

拡大の優

画質調整

画像欠け

片面→両

片面→両

カラー画

カラー選

カラー調

カラー登
使用説明書 コピー機能 応用

ベット索引

トリセット時間設定 117

 79

タート 58

ン 4
紙 35

紙ページ集約設定 113

ト
給紙継続設定 117

先設定 107

 77

範囲 126

面時裏面自動左右とじしろ 111

面時裏面自動上下とじしろ 112

質設定 120

択＜2色＞優先設定 105

整 84

録 49

カラー幅調整 120

カラーバランス調整 86

カラーバランスプログラム 87

カラー優先 105

機能組み合わせ一覧 63

基本画面倍率キー設定 106

原稿 124

原稿種類省略表示 96

原稿全体リピート 26

原稿忘れブザー音 100

コピー初期設定 93

コピーセット枚数制限設定 100

コピー登録機能キー
F1～F5 101

コントラスト 78

さ行

左右とじしろ幅設定（うら面） 110

左右とじしろ幅設定（おもて面） 110

サンプル一覧 55

指定色消去 16

自動階調補正 80

自動濃度の濃度設定 120
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自動濃度

自動用紙

地肌調整

シャープ

集約コピ

集約コピ

集約時並

縮小の優

仕様 12

消去 18

上下とじ

上下とじ

ジョブ終

すこし小

スタック

ステープ

寸法変倍

センター

センター

センター

センタリ

ソート全

ソート優
使用説明書 コピー機能 応用

優先 105

選択優先 95

 79

／ソフト 78

ー仕切線 116

ー時枠消去 112

び順 114

先設定 109

1

しろ幅設定（うら面） 111

しろ幅設定（おもて面） 111

了お知らせ 100

さめ変倍率設定 109

キー機能切り替え 119

ル種類選択 119

 6
消去 18, 20

消去幅 112

・枠消去 18, 21

ング 33

数読み取り設定 118

先 118

た行

大量原稿モード切り替え 117

ダブルコピー 31

ダブルコピー仕切線 115

試しコピー 61

電波障害 123

ドキュメントボックス 42

ドキュメントボックス読み取り登録機能
F1～F5 103

独立変倍％ 8
独立変倍mm 11

とじしろ 24

は行

範囲指定リピート 28

表紙 35

標準モード切り替え 100

プログラム 44

プログラム消去 46

プログラム登録 44

プログラム変更 46

プログラム名称変更 48

プログラム呼び出し 47
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分割 13

変倍タブ

変倍率
拡
縮

変倍率設

ま行

マーク 
文字・写

や行

優先原稿

優先写真

用紙種類

予熱 58

予約コピ

ら行

リセット

リピート

リピート

リミット
使用説明書 コピー機能 応用

優先機能設定 109

大１～５ 106
小１～6 108

定 106, 108

3

真判定調整 79

種類 96

原稿種類 97

省略表示 95

ー 56

時手差し設定 105

 26

仕切り線 114

レス給紙 97

両表紙 37

両面原稿ひらき方向設定 99

両面コピーひらき方向設定 99

両面コピー優先設定 99

レターヘッド紙 128

レターヘッド紙使用設定 119

わ行

枠消去 18, 19

枠消去幅設定 112

割り込みコピー 59
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使 編

機 変更等により、本書のイラストや記載事項とお客様の機 い。

- わり

1 容に関しては、将来予告なしに変更することがあります
2 ハードウエア、ソフトウエア）および使用説明書（本書 いっさ

負いかねますのでご了承ください。
3 部または全部を無断で複写、複製、改変、引用、転載す

.,LTD.
械の改良

おこと

.本書の内

.本製品（
い責任を

.本書の一
用説明書 コピー機能 

械とが一部異なる場合がありますのでご了承

。
・付属説明書）を運用した結果の影響につい

ることはできません。

無断転載禁止  © 2002 RICO
応用

くださ

ては、

H CO
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